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　消防車や救急車がサイレンを鳴らして走

行するときは、①火災、②救急、③その他

一刻を争うときの 3つです。

　「一刻を争うとき」の例としては、油の

流出事故などが挙げられます。

　救急出動の際に、救急車と消防車（ポン

プ車）が同時に出動することがあります。

これを「PA 連携」といいます〔ポンプ車

（Pumper）と救急車（Ambulance）の頭文

字から〕。

　救急隊と消防隊が連携して救急出動する

ことにより、傷病者の救出や救命処置を迅

速、安全に行うことができます。PA連携は、

高度な救命処置を行う場合や、通路・階段

が狭く傷病者の搬送が難しい場合など、救

急隊のみでは対応が難しいときに行われま

す。救急車には、自動体外式除細動器（AED）

や酸素吸入器、人工呼吸器などの救急資機

材が積載されています。また、消防車には

救急技術の資格を持つ消防隊員が乗ってい

るので、適切な救命処置を行うことができ

ます。

　平成 29 年中の救急出動件数のうち、消

防車が同時に出動したのは、全体の 16％

でした。

　消防士は、何かあったときにすぐ出動で

きるように、3交替制で常に準備をしてい

ます。

　次のページからは、火災や救急での出動

を減らすことに努める、消防士の本来業務

ともいえる仕事内容を見ていきます。

火災でもないのに火災でもないのに
消防車？消防車？

　

消
防
士
の
仕
事
と
聞
い
て
皆
さ
ん
が
イ

メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
火
災
の
現
場
で
火
を
消

す
姿
や
災
害
の
現
場
で
被
災
者
を
救
助
す
る

姿
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
消
防
士
の
仕

事
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
頃
か
ら

多
く
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
消
防
士
が
行
う
日
頃

の
業
務
に
迫
り
ま
す
。

～サイレンの鳴らない消防士の仕事～

特 

集

火災・災害を
　　未然に防ぐ

サイレンが鳴るのはサイレンが鳴るのは
どんなとき？どんなとき？

ほたるこども園で行われた防火紙芝居。園児たちは紙芝ほたるこども園で行われた防火紙芝居。園児たちは紙芝

居の読み聞かせに聞き入っていました。居の読み聞かせに聞き入っていました。

24 時間 365 日で24 時間 365 日で
備える備える
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特集　火災・災害を未然に防ぐ特集　火災・災害を未然に防ぐ
　

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

の
が
消
防
士
の
仕
事
で
す
。
で
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
避
難
訓
練
の
指
導

　

火
災
や
災
害
時
、
迅
速
に
避
難
す
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
重
要
で
す
。
市
内

の
各
事
業
所
で
行
う
避
難
訓
練
に
立
ち
会
い
、

指
導
や
講
評
を
行
い
ま
す
。

■
消
防
設
備
検
査

　

工
場
や
倉
庫
、
店
舗
な
ど
を
新
築
ま
た
は

増
改
築
し
た
場
合
に
検
査
を
行
い
ま
す
。
検

査
で
は
、
消
火
器
や
避
難
口
誘
導
灯
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
が
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

■
立
入
検
査

　

市
内
の
各
事
業
所
に
出
向
き
、
火
災
予
防

の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
ま
す
。

検
査
項
目
は
、
消
火
器
や
避
難
口
誘
導
灯
な

ど
の
消
防
用
設
備
が
備
わ
っ
て
い
る
か
、
避

難
通
路
・
避
難
口
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
検
査
対
象
の
建
物

は
市
内
に
約
１
６
０
０
棟
あ
り
、
毎
年
ま
た

は
3
年
置
き
に
立
入
検
査
を
行
い
ま
す
。

■
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
調
査

　

大
規
模
災
害
に
よ
る
長
時
間
停
電
な
ど
の

緊
急
事
態
に
備
え
、
市
内
の
各
事
業
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
調
査
し
て

い
ま
す
。
各
事
業
所
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
じ
込
め
事
故
が
発
生
し
た

と
想
定
し
、
保
守
点
検
業
者
立
ち
会
い
の
下
、

救
出
方
法
の
手
順
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

■
火
災
の
原
因
調
査

　

火
災
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
原
因
を

調
査
・
分
析
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
原

因
調
査
は
、
現
場
を
火
災
発
生
前
の
状
態
に

復
元
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

上
で
、
燃
え
方
の
激
し
い
所
を
探
し
、
原
因

を
突
き
止
め
て
い
き
ま
す
。
火
災
の
種
類
に

も
よ
り
ま
す
が
、
原
因
を
ま
と
め
上
げ
る
の

に
2
〜
3
か
月
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
消
防
用
水
の
管
理

　

火
災
の
際
に
は
、
消
火
の
た
め
に
多
く
の
水

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
市
内
に
は
消
防
用
水
が

さ
ま
ざ
ま
な
所
に
流
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
や

木
の
枝
な
ど
で
水
の
流
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
止
す
る
た

め
、
定
期
的
に
ご
み
な
ど
を
取
り
除
く
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
約
１
５
０
０

か
所
あ
る
消
火
栓
の
点
検
も
行
い
ま
す
。

■
火
災
想
定
訓
練

　

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
消

防
本
部
内
で
は
タ
イ
ム
と
安
全
性
を
競
う
大

会
形
式
の
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
火
災

を
想
定
し
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
人
命
救

助
や
放
水
な
ど
を
行
い
ま
す
。
訓
練
の
都
度
、

改
善
点
を
検
討
し
、
次
の
訓
練
や
実
際
の
現

場
で
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

■
火
災
予
防
広
報

　

火
災
を
防
ぐ
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
心
掛
け
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
に
注
意

喚
起
を
行
う
た
め
の
広
報
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

2
月
1
日
か
ら
は
、
市
内
の
飲
食
店
を
訪

問
し
、
火
気
の
取
扱
方
法
や
消
火
器
の
設
置

促
進
、
定
期
的
な
換
気
扇
の
清
掃
、
初
期
消

火
の
大
切
さ
な
ど
を
呼
び
掛
け
に
回
り
ま
す
。

　

大
会
へ
の
参
加
も
大
事
な
仕
事
で
す
。

　

消
防
救
助
技
術
大
会
は
、
救
助
技
術
を
練
磨

し
、
救
助
活
動
に
不
可
欠
な
体
力
や
精
神
力
、

技
術
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
い
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
救
急
救
助
に
寄
せ
る
期
待
に
応
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

基
礎
訓
練
と
し
て
、
は
し
ご
登
は
ん
・
ロ
ー

プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
の
2
種
目
、
連
携
訓
練
と

し
て
、
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
・
ほ
ふ
く
救
出
・

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
・
引
揚
救
助
・
障
害

突
破
の
5
種
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
合
計

7
種
目
で
競
い
、
県
大
会
や
全
国
9
ブ
ロ
ッ

ク
で
開
催
さ
れ
る
地
区
支
部
大
会
の
上
位
者

が
全
国
大
会
に
進
み
ま
す
。

　

消
防
本
部
は
、
平
成
元
年
か
ら
現
在
ま
で
、

全
国
大
会
に
10
回
出
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
引
揚
救
助
で
6
位
、
斜
め
ブ
リ
ッ
ジ
救
助

（
現
在
は
未
実
施
）
で
5
位
に
入
り
、
過
去
2

回
ベ
ス
ト
10
入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

予
防
・
防
災
業
務
に
も

予
防
・
防
災
業
務
に
も

汗
を
流
す
消
防
士

汗
を
流
す
消
防
士

　

「
市
民
の
皆
さ
ん
の
目
に
留
ま
ら
な
い
仕
事
は
数
多
く
あ
り
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
消
防
本
部

予
防
課
の
清
水
丈
裕
さ
ん
で
す
。
消
防
本
部
で
は
、火
災
や
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
、ま
た
起
こ
っ

た
と
き
に
素
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。消防士の

予防・防災業務

１

２

３ ４

５

６

７１　 火災想定訓練。緊張感のある訓練を通して、消防士の火災
対応力が磨かれます。

２　事業所への立入検査。

３　エレベーター調査。

４　消防用水のごみ取り除き作業。

５　 増築建物の消防設備検査。店主へ消火器の使い方も説明し
ます。

６　たちばなこども園での防火啓発活動。

７　 国道 49 号で行った街頭広報。全国火災予防運動の期間に合
わせて、車の運転手や歩行者へ火災予防を呼び掛けます。

消
防
救
助
技
術
大
会
に
も
出
場

最
も
重
要
な
日
頃
か
ら
の
備
え

消防本部 予防課長補佐消防本部 予防課長補佐

清水 消防司令清水 消防司令
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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
出
火
の
際
、
い
ち
早

く
気
付
か
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。
火
災
に

よ
り
発
生
す
る
熱
や
煙
を
感
知
す
る
と
、
警

報
音
を
発
し
て
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
寝
室
に
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
火
災
発
生
時
、
寝
て

い
る
と
き
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
っ
て
亡
く
な
る

　

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
消
防

車
両
出
動
情
報
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
て
、

出
動
情
報
を
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。
も
し
、

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
こ
ち

ら
に
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

消
防
士
の
一
番
の
仕
事
は
、
こ
の
サ
イ
レ
ン

の
音
を
鳴
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

今
後
も
ま
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
日
々

の
仕
事
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

特集　火災・災害を未然に防ぐ特集　火災・災害を未然に防ぐ

油
断
を
せ
ず
に

油
断
を
せ
ず
に

命
を
守
る
住
宅
防
火

命
を
守
る
住
宅
防
火

　

「
火
災
か
ら
命
を
守
る
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
と
て
も
有
効
で
す
」
と
話
す
の
は
消
防
本
部

予
防
課
の
花
澤
一
雄
さ
ん
。
被
害
を
拡
大
さ
せ
ず
、
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、「
早
く
気
付
く
」

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

住宅用火災警報器の
大切さを実感

釣　文子さん

（渡場）

　1年ほど前に、自宅で住宅用火災警報器が

鳴ったことがありました。普段は聞かない音

にとても驚きましたが、すぐ異変に気付くこ

とができ、大ごとにはならずに済みました。

あらためて大切さを感じました。

　しかし、住宅用火災警報器を設置している

からといって安心せず、暖房器具の使用で火

災が起きやすいこの季節は、特に気を付けよ

うと思います。

　もし、設置していない家庭があれば、必

ず設置することをお

勧めします。設置し

ている場合であって

も、定期的な作動確

認を怠らず、住宅の

火災予防に備えたい

ですね。

割
合
が
高
い
た
め
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
部
屋
に
設
置
し
て

も
構
い
ま
せ
ん
。
最
近
は
火
災
を
感
知
す
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
設
置
し
て
い
る
全
て
の

機
器
が
鳴
る
連
動
型
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
器
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
売
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
み
る
と
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
、
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火

「自治会で取り組む防災活動」

「私たちにしかできない仕事」

　

自
治
会
の
活
動
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
中
島
4
自

治
会
。
自
治
会
長
の
五
十
嵐
幸
雄
さ
ん

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

―
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

　

毎
年
9
月
に
、
消
防
本
部
の
人
と
一

緒
に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訓

練
で
は
、
消
火
器
の
使
い
方
や
応
急
処

置
の
方
法
な
ど
を
学
び
、
災
害
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
の
下
校
を
見
守
る
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
治
会
内
の
見
回
り
を

行
う
火
災
防
火
広
報
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ど
の
活
動
も
自
治
会
内
の
皆

さ
ん
が
協
力
的
で
頼
り
に
し
て
い
ま

す
。

　

―
活
動
に
当
た
っ
て
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
こ
れ
ら
の

活
動
が
、
い
ざ
、
火
災
や
災
害
が
起
こ
っ

た
と
き
に
生
か
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

―
他
の
自
治
会
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
て
、
ま
ち
の
安
全
が
保
た

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

中
島
4
自
治
会
は
、
昔
か
ら
の
世
帯

と
新
し
い
世
帯
が
混
在
し
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
自
治
会
で
防

災
力
が
高
ま
っ
て
、
阿
賀
野
市
全
体
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
火
災
や
災
害
に
備
え
る
た
め

の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
消
防
本
部

防
災
課
の
音
田
修
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

―
防
災
課
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
か
。

　

消
防
本
部
に
は
消
防
車
が
9
台
、
救

急
車
が
4
台
、
そ
の
他
の
車
両
が
6
台

あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
ら
の
車
両
の
維

持
管
理
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
防
災

課
で
は
そ
の
他
に
、
ホ
ー
ス
や
救
助
活

動
で
使
用
す
る
資
機
材
の
管
理
、
消
火

栓
・
貯
水
槽
の
管
理
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

―
車
両
の
維
持
管
理
に
お
い
て
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

消
防
車
や
救
急
車
が
出
動
す
る
場
合

は
、
一
刻
を
争
う
事
態
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
そ
の
時
に
不
具
合
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
日
頃
か
ら
念
入
り
に
点
検
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
出
動
時
に
車

が
走
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
の
で
。

　

―
消
防
の
仕
事
は
と
て
も
責
任
感
の

あ
る
仕
事
で
す
ね
。

　

火
災
や
災
害
時
な
ど
、
緊
急
を
要
す

る
時
に
出
動
で
き
る
の
が
消
防
士
で

す
。
私
た
ち
の
代
わ
り
に
こ
の
仕
事
を

で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
そ
の
分
責
任

は
非
常
に
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
与
え

ら
れ
た
使
命
を
全
う
で
き
る
よ
う
に
、

消
防
本
部
が
一
丸
と
な
っ
て
今
後
の
仕

事
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部　

☎
62
‐
２
０
５
８

  INTERVIEW

  INTERV
IEW

必
ず
設
置
し
火
災
予
防

ま
ち
の
安
全
を
第
一
に

災
警
報
器
の
奏
功
事
例
と
し
て
は
、
①
就
寝

中
、
布
団
が
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
発
煙
し
た

が
、
警
報
器
が
鳴
っ
て
気
付
い
た
も
の
、
②

寝
た
ば
こ
に
よ
り
、
布
団
か
ら
発
煙
し
た
が
、

警
報
器
が
鳴
っ
て
気
付
い
た
も
の
、
③
台
所

で
調
理
中
、
目
を
離
し
た
間
に
出
火
し
た
が
、

警
報
器
が
鳴
っ
て
助
か
っ
た
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

花
澤
さ
ん
は
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
全
て

の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の

で
、
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
場
合
は
早
め
に

設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
設

置
か
ら
約
10
年
経
っ
た
も
の
は
交
換
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
に

作
動
す
る
よ
う
、
定
期
的
な
作
動
確
認
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

消防本部 予防課長補佐消防本部 予防課長補佐

花澤 消防司令花澤 消防司令

消防本部 防災課 機械係長

音田 消防司令補

中島 4自治会

五十嵐 自治会長
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■トピックス■トピックス ■トピックス■トピックス

市のにぎわい創出を応援！市のにぎわい創出を応援！

企業版ふるさと納税を募集しています企業版ふるさと納税を募集しています

従来の損金算入措置（寄附金額の約 3割）に加え、企業

版ふるさと納税では新たに寄附金額の約 3割が法人関係

税から控除され、合わせて寄附金額の約 6割の税額が軽

減されます。

企業の社会的責任（CSR）として

地域への貢献を掲げている企業が

多くあります。目的や使途が明確

な寄附を行うことで、市の事業の

推進に貢献することができます。

※ 広報あがのや市ホームページで

紹介し、阿賀野市からも応援し

ます。

※ 1回当たり 10 万円以上の寄附が対象です。

※市内に本社（地方税法における「主たる事務所」または「事業所」）がある法人は対象外です。

　老朽化が進んだ安田支所を建て替え、図書館や公民館

の機能を 1か所に集約し、交流スペースや文化教養フロ

ア、健康増進フロアなどを併せ持つ「複合施設」として

整備します。市内外の人が交流できる拠点として、にぎ

わいの創出・地域全体の活性化を目指すプロジェクトで

す。（市の「地域再生計画」認定事業）

　新潟県東部産業団地に阿賀野工場を構える株式会社サ

カタ製作所（長岡市）が企業版ふるさと納税として 100

万円を寄附されました。これに伴い、1月 10 日、田中市

長から坂田匠代表取締役社長に感謝状が贈呈されました。

　この他、新潟特殊企業株式会社（新潟市江南区）や

FURUKAWA CERAMICS 株式会社（新潟市東区）などが寄

附されています。

■この記事に関する問い合わせは、市長政策課 政策推進係へ　☎ 62-2510（内線 2213）

 企業版ふるさと納税とは？

 ㈱サカタ製作所が寄附されました

 企業にとってのメリット

 阿賀野交流ゲートウェイ

 整備プロジェクト

法人関係税の大きな軽減 地域への貢献

寄附金額

損金算入による
軽減効果（約３割）
国税＋地方税

企業負担（約 4割）
（2割）税額控除（1割）
法人住民税
＋法人税

法人
事業税

【税制措置のイメージ】

左から、坂田代表取締役社長、田中市長左から、坂田代表取締役社長、田中市長

複合施設の完成イメージ複合施設の完成イメージ

　国（内閣府）が「地域再生計画」として認定した事業に対して、法人

が寄附を行った場合に税額軽減措置を受けることができる制度です。全

国各地の地方創生の取り組みをさらに加速させるため、民間企業の皆さ

んから積極的に応援してもらえるよう、平成 28 年度に創設されました。

■この記事に関する問い合わせは、危機管理課 地域安全係へ　☎ 62-2510（内線 2232）

交通事故に遭わない！交通事故に遭わない！

交通事故を起こさないために！交通事故を起こさないために！

交通事故に遭わない！交通事故に遭わない！

交通事故を起こさないために！交通事故を起こさないために！

♦国道 49 号で事故多発！
　交通事故を路線別にみると、国道 49 号での発

生件数が最も多くなりました。市内で発生した交

通事故の約 3分の 1を占めており、その中でも追

突事故が多く発生しています。運転するときは前

の車との車間距離を十分にとり、前方をよく見て

運転しましょう。

　物損事故は 920 件発生しており、平成 28 年と

比べて30件も増加しました。発生場所は、スーパー

などの駐車場で多くなっています。周囲の安全を

確認し、スピードを抑えた運転で、交通事故防止

に努めましょう。

♦阿賀野市の交通事故発生状況
　平成29年に市内で発生した人身事故は73件で、

平成 28 年と比べて 3件増加しました。

　平成28年の死者数は60年ぶりに0人でしたが、

平成 29 年は 1人亡くなる事故が発生しました。

■人身事故

■路線別交通事故

発生件数 死者数 負傷者数

国 道 49 号 25 件 0 人 35 人

国道 290 号 3 件 0 人 3人

国道 460 号 7 件 0 人 9人

県 道 13 件 0 人 15 人

市 道 20 件 1 人 23 人

そ の 他 5件 0人 5人

合 計 73 件 1 人 90 人

平成 29 年 平成 28 年 増減

発 生 件 数 73 件 70 件 3 件

死 者 数 1人 0人 1人

負 傷 者 数 90 人 95 人 － 5人

■物損事故

平成 29 年 平成 28 年 増減

発 生 件 数 920 件 890 件 30 件

自分だけは自分だけは
大丈夫だと思っていませんか？大丈夫だと思っていませんか？

交通事故を防ぐために
・・ シートベルトやチャイルドシートは、交通

事故から命を守ってくれる「命綱」です。

全ての座席でシートベルトを着用し、6歳

未満の子どもにはチャイルドシートを必ず

使用しましょう。

・・ 歩行者と運転者がお互いに「大丈夫だろう」

ではなく、「危ないかもしれない」という意

識を持ち、交通ルールとマナーを守りましょ

う。

・・ 夕暮れや夜間に外出する際は、反射材を身

に着けましょう。

を抑えた運転で、交

交通
転者がお互いに「大丈
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■トピックス ■トピックス

　・　・所得税・消費税に関することは、新発田税務署　☎ 0254-22-3161　〒 957-8666（住所記載不要）

　・　・ 市・県民税に関することは、 阿賀野市役所 税務課 市民税係　☎ 62-2510（内線 2664 ～ 2666）　

〒 959-2092（住所記載不要）

所得税、市・県民税の申告はお早めに！
～申告の際はマイナンバーカードや運転免許証などの確認書類の写しをお持ちください～

申告期間：2月 16 日（金）～ 3月 15 日（木）※土曜・日曜を除く

主な変更内容
● 国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー

ナー」を利用して、自分で確定申告書を作成し

ます。（新発田税務署も同じ方法です）

● 申告相談日程は、これまでの自治会単位を廃止

し、地区ごとに区割りを大きくして来場可能な

日を増やします（各地区 5日）。

● 受付時間は午前のみとします。対象地区で時間

内に受け付けした人のみ申告を受け付けます。

● 自分で申告書を作成した人の申告を受け付ける

ため、市役所内に「申告書収受箱」を設置します。

　■ 時間・場所

　　・・ 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分／市役所

正面玄関を入ったエレベーター前に設置

　　・・ 午後 5時 15 分～ 9時／南側通用口（水原

総合体育館側の出入り口）を入った警備員

室前に設置

● セルフメディケーション税制（医療費控除の特

例）が設けられました（現行の医療費控除と併

用することはできません）。

● マイナンバー（個人番号）の確認を徹底します。

・・ 受け付け開始時は大変混雑します。少し時間を

ずらしての来場をお勧めします。混雑が激しい

場合は受け付けを制限することがあります。

・・ 休日・夜間申告相談は、勤務などの都合上、休

日や夜間以外に都合の付かない人が対象です。

・・ 駐車場が大変混雑します。来場の際は相乗りや

市営バス等を利用してください。

・・ 2 月 13 日（火）～ 15 日（木）は、市・県民税

の申告を受け付けます。申告が必要と思われる

人には、市から申告書を送付します。同封の案

内文書をよく読んだ上でお越しください。所得

状況により所得税の申告が必要となる人は、右

表の申告相談日程表により来場してください。

申告相談日程表
■ 受付時間＝午前 9時～ 11 時（夜間申告相談は

午後 5時 30 分～７時）

■会場＝阿賀野市役所 4階「402・403 会議室」

※各支所では実施しません

受付日 対象地区

2 月 16 日（金） 笹神地区

2月 17 日（土）
休日申告相談・全地区休日申告相談・全地区

2月 18 日（日）

2月 19 日（月） 安田地区

2月 20 日（火） 水原地区

2月 21 日（水）
京ヶ瀬地区

夜間申告相談・全地区夜間申告相談・全地区

2月 22 日（木）
笹神地区

夜間申告相談・全地区夜間申告相談・全地区

2月 23 日（金）
安田地区

夜間申告相談・全地区夜間申告相談・全地区

2月 26 日（月） 水原地区

2月 27 日（火） 京ヶ瀬地区

2月 28 日（水） 笹神地区

3月 01 日（木） 安田地区

3月 02 日（金） 水原地区

3月 05 日（月） 京ヶ瀬地区

3月 06 日（火） 笹神地区

3月 07 日（水） 安田地区

3月 08 日（木） 水原地区

3月 09 日（金） 京ヶ瀬地区

3月 12 日（月） 笹神地区

3月 13 日（火） 安田地区

3月 14 日（水） 水原地区

3月 15 日（木） 京ヶ瀬地区

確定申告受付体制が変わります
できるだけ自分で申告書の作成（入力）をお願いします

　市では、今回の確定申告から、国が推進してい

る自主記載方式（国税庁ホームページの利用）を

導入するなどして、受付体制を変更します。

　申告の際は、対象地区の受付日や受付時間など

を守り、混雑の緩和・待ち時間の減少につながる

よう、ご理解・ご協力をお願いします。

　申告期間中は混雑します。自分で申告書を作成

できる人は、郵送や今回から設置する申告書収受

箱を利用してください。

　平成 23 年分以後の各年分において、公的年金

等の収入の合計額が 400 万円以下であり、かつ、

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20 万

円以下の人は、所得税の申告は不要です（所得税

の申告が不要な場合でも、市・県民税の申告が必

要な場合があります）。

　所得税の還付を受ける場合は、申告書の提出が

必要となります。

公的年金等受給者に係る確定申告不要制度公的年金等受給者に係る確定申告不要制度

《新発田税務署の申告相談》
●会場：新発田市カルチャーセンター

●受付時間：午前 9時～午後 4時

《市の申告相談》
●会場：阿賀野市役所 4階　「402・403 会議室」

●受付時間 : 午前 9時～ 11 時（午前のみ受付）

※申告期間中、新発田税務署庁舎での申告相談は行いません。

　申告が必要と思われる人には、市から申告書

を送付します。申告書が送付されなくても、平

成 29 年中の所得状況により必要な場合は、申告

してください。

市・県民税の申告市・県民税の申告

□ マイナンバーカードや通知カード、運転免許証など

のマイナンバーの確認書類と本人確認書類の写し

□筆記用具、計算器具、印鑑

□給与・年金の源泉徴収票（原本）

□収支内訳書（完成したもの）

□ 国民健康保険税納付額証明書、国民年金控除証

明書など

□生命保険料や地震保険料の控除証明書など

□身体障害者手帳や証明書など

□ 医療費の領収書と明細書（保険からの補填金が

あった場合はその金額が分かる書類）

※ 事前に「医療費の明細書」「セルフメディケー

ション税制の明細書」を記入してください。

□その他収入・控除に関する書類

□ 初めて振替納税を希望する人は、本人名義の預

貯金口座番号と届出印

□ 還付金を受ける人は、本人名義の預貯金口座番号

□税務署から送付された書類（申告書やハガキ）

申告に必要なもの

■この記事に関する問い合わせ、申告書の提出先

　マイナンバー（社会保障・税番号制度）の導入

に伴い、申告書提出の際に、12 桁のマイナンバー

（個人番号）の確認書類と本人確認書類の写しが

必要です。

※ 控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者の控除

の適用を受ける場合、それぞれマイナンバーの

記載と確認書類の写しが必要ですが、本人確認

書類の写しは必要ありません。

■ マイナンバーの確認書類＝マイナンバーカー

ド、通知カード、マイナンバー記載の住民票

等の写し

■ 本人確認書類＝運転免許証、パスポート、公的

医療保険の被保険者証、年金手帳などの写し

※ 申告会場でマイナンバーの確認書類や本人確認

書類等をコピーすることができません。あらか

じめ準備してください。

マイナンバー（個人番号）の記載マイナンバー（個人番号）の記載

　農業所得や営業所得、不動産所得などがある

人は、自分で収支内訳書を作成し申告してくだ

さい。給与所得の人は通常、年末調整で税額が

確定するため、申告をする必要はありませんが、

・・ 給与所得や退職所得以外の所得が 20 万円を超

える人

・・ 2 か所以上の会社から給与をもらっている人

などは申告が必要です。

所得税の申告所得税の申告

　給与所得や公的年金等に係る雑所得から所得

税を源泉徴収されていて、医療費控除や住宅借入

金等特別控除などの適用を受けることができる

人は、申告により所得税が還付されます。e-Tax（電

子申告）を利用して申告すると、通常 1～ 2か月

で振り込まれる還付金が、2～ 3週間で振り込ま

れます。e-Tax の問い合わせは、新発田税務署へ

還付申告還付申告

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー

ナー」では、画面の案内に従って入力すると、

所得税や消費税の申告書を簡単に作成できます。

　作成したデータは e-Tax（電子申告）を利用し

て提出できるほか、印刷して郵送や時間外収受

箱に投
とう

函
かん

して提出することもできます。

　平成 29 年分の個人事業者の消費税・地方消費

税の申告・納付期限は、4月 2日（月）です。

新発田税務署からのお知らせ新発田税務署からのお知らせ

　次の申告は、市で受け付けできません。新発

田税務署の申告相談会場で申告してください。

●譲渡所得の申告

●初めて申告する住宅借入金等特別控除

●青色申告

●株式譲渡所得、配当所得、先物取引、山林所得など

市では受け付けできません市では受け付けできません
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　東町 1505-1（分田 3）に所在する「石井家住宅主
しゅ

屋
おく

〔天

保 9（1838）年ごろ建築、木造 2階建、瓦葺、314 ㎡〕」

と「石井家住宅御
ごしょうきゅうじょごもん

小休所御門〔明治 11（1878）年建築、

木造、銅板葺、間口 2.7 ｍ〕」の 2件の建造物が、10 月

27 日付けで文化財保護法の規定に基づく文化財登録原

簿に登録。同日官報に告示され、阿賀野市で 3件目、4

件目の登録有形文化財として登録されました。

　1月 9日、石井家住宅主屋で伝達式が行われ、田中

市長から所有者の石井タキさんに、文化庁から交付さ

れた登録有形文化財登録証が手渡されました。

登
録
有
形
文
化
財
登
録
証
を
交
付

●
石
井
家
住
宅
建
造
物

文化財

石井家住宅主屋石井家住宅主屋 石井家住宅御小休所御門石井家住宅御小休所御門

寄付

　1月 16 日、アステラス製薬株式会社（東京都中

央区）の櫻井文昭執行役員、荒古恵久関越支店統

括室長が消防本部を訪れ、高規格救急自動車 1台

を寄贈。市からは感謝状が贈呈されました。

　同社は社会貢献の一環として、地域の救急業務の

高度化、救急業務体制の充実に貢献するため、全国

の消防機関へ救急自動車を寄贈しています。今回の

寄贈により消防本部配備の救急自動車が全て高規

格化され、救急業務体制がより一層強化されます。

救
急
自
動
車
を
寄
贈

●
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
㈱左から、田中市長、櫻井執行役員左から、田中市長、櫻井執行役員

　12 月 18 日、株式会社エスポアール（福島県田

村市）の杉山直之代表取締役社長と岡田幸子取締

役専務、東海林敏也新潟事業所生産担当次長が

市役所を訪れ、子どもたちの健全育成のために

役立ててほしいと、10万円を寄付されました。

　同社は平成23年 5月、笹岡地内に新潟事業所を

設立。スポーツ用品メーカー「ミズノ」の製品を主力

にスポーツウエアを製造しています。企業経営方針に

地域貢献を掲げ、その一環として寄付が行われました。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

●
㈱
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

左から、田中市長、杉山代表取締役社長、左から、田中市長、杉山代表取締役社長、
岡田取締役専務、東海林次長岡田取締役専務、東海林次長

委員委嘱

人
権
擁
護
委
員

●
重
西
篤
子
さ
ん

　重西篤子さん（保田）が、1月 1日付けで法務大臣から人権

擁護委員に再委嘱されました。

　人権擁護委員は、地域の中で人権思想を広め、いやがらせ、名誉・

信用の侵害、いじめ、親族間のもめ事などの相談に応じ、住民の

人権が侵害されないよう無償で人権擁護活動をしています。

　現在、阿賀野市では 8人の人権擁護委員が委嘱されています。

人権に関する相談は無料で、秘密は厳守します。困ったこと

があったら、市役所 1階市民生活課（☎ 62-2510）または新

潟地方法務局新津支局（☎ 22-0547）に相談してください。

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　

市
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
無
料

で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎
新
潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座
塾

　

新
潟
大
学
医
学
部
か
ら
講
師
を
招

き
、
市
民
の
健
康
増
進
や
病
気
の
悪
化

防
止
の
た
め
開
催
し
ま
す
。

◎
泌
尿
器
科
講
座

▼
日
時
＝
2
月
22
日
（
木
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階
「
講
堂
」

▼
演
題
＝
「
排
尿
に
か
か
わ
る
病
気
と

治
療
」（
仮
題
）

▼
講
師

・・ 

講
義
…
冨
田
善
彦
氏
（
新
潟
大
学
医

学
部
教
授
）

・・ 

実
践
…
あ
が
の
市
民
病
院
職
員

▼
定
員
＝
先
着
80
人
程
度
（
当
日
会
場

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
　
　

  

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
あ
ら
か
じ
め
講
師
に
聞
い

て
み
た
い
質
問
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
医
療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進
係

（
内
線
２
２
６
２
）

◎
観
光
塾

▼
日
時
＝
2
月
13
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

▼
会
場
＝
お
ん
こ
茶
屋
（
中
央
町
1
‐

8
‐
3
）

▼
演
題
＝
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

▼
講
師
＝
荒
木
善
紀
氏
（
長
生
館
）

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

参
加
の
際
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
会
場
に

は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
来
場

す
る
場
合
は
、
水
原
代
官
所
駐
車
場
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課 

施
設

管
理
係
（
内
線
２
３
４
２
）

◎
親
子
あ
そ
び
塾

◎
お
や
こ
体
操
教
室

　

親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
楽
し
み
ま

す
。
教
室
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
、
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
10
日
（
土
）、24
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
本
間
由
香
里
氏

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 

に
こ
に
こ
木
育
広
場

　

幼
児
期
に
自
然
素
材
に
多
く
触
れ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
の
成
長

に
良
い
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
木
の
お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
見
え
て
く

る
も
の
を
親
子
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
11
日
（
日
・
祝
）
午
前

10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 

に
こ
に
こ
工
作
ラ
ン
ド
（
お
花
の
風

車
作
り
）

▼
日
時
＝
2
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 

愛
情
い
っ
ぱ
い 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
室

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
は
、
お
母
さ
ん

が
赤
ち
ゃ
ん
に
愛
情
を
伝
え
る
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
の
一
つ
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
穏
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
20
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
荒
木
亜
紀
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ

ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定
講
師
）

▼
定
員
＝
10
組
（
初
参
加
の
人
優
先
）

▼
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤
ち
ゃ
ん
の

飲
み
物
、
い
つ
も
の
お
出
掛
け
セ
ッ
ト

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

◎
親
子
え
い
ご
塾

　

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

　

基
本
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
や
毎
月
変
わ
る
テ
ー

マ
で
、
親
子
で
遊
び
を
通
し
て
楽
し
み

な
が
ら
英
語
に
触
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
14
日
（
水
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

◎
ま
ち
づ
く
り
塾

　

公
民
館
成
人
講
座

◎
寄
せ
植
え
教
室

　

育
て
て
み
た
い
植
物
と
し
て
人
気
の

あ
る
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
24
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時（
午
後
1
時
15
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館
1
階「
大
集
会
室
」

▼
講
師
＝
中
島
瑠
美
氏
（
ナ
カ
ジ
マ
園
芸
）

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
材
料
費
＝
１
５
０
０
円

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

参
加
の
際
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
2
月
15
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公
民
館

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
農業委員会  ☎ 62ー2420
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

冨田 善彦 氏

左から、石井さん、田中市長左から、石井さん、田中市長
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■お知らせ版

催　
　

し

科
学
が
農
業
を
も
っ
と
面
白
く
す
る

先
端
産
業

体
験
学
習
・
講
演
会

　

地
域
活
性
化
の
た
め
設
置
し
た
市
の

食
品
乾
燥
施
設
で
、
学
生
向
け
の
体
験

学
習
・
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

世
界
初
と
な
る
白
色
有
機
Ｅ
Ｌ
の

開
発
に
成
功
し
た
大
学
教
授
で
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
経
営
者
で
も
あ
る
講
師
が

「
大
学
の
研
究
と
は
」「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
」
を
学
生
に
向
け
て
話
し
ま
す
。
講
演

の
後
は
食
品
乾
燥
施
設
を
見
学
し
、
試

作
品
を
作
っ
て
、
食
べ
て
、「
大
学
の
技

術
が
世
の
中
に
ど
う
生
き
る
か
」「
こ
れ

か
ら
の
地
域
産
業
は
」
を
体
感
し
ま
す
。

　

友
達
を
誘
っ
て
、
大
学
・
仕
事
・
起

業
な
ど
自
分
の
将
来
を
楽
し
く
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
3
月
4
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
旧
大
和
小
学
校
（
小
浮

２
４
４
３
）

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の

中
高
生

▼
講
師
＝
城
戸
淳
二
氏
（
山
形
大
学
大

学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
、
㈱
ベ
ジ
ア

代
表
取
締
役
社
長
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
市
役
所
2
階
企
画
財
政
課
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
2
月
16
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課 

企
画
係
（
内
線
２
２
４
３
）

Ⓕ
62
‐
０
２
８
１

kikaku
@
city.ag

an
o
.n
iig
ata.jp

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
企
画
展

吉
田
東
伍
の

「
世
阿
弥
発
見
」

　

２
０
１
８
年
は
吉
田
東
伍
が
没
し
て

１
０
０
年
。
東
伍
が
能
楽
の
大
成
者
・

世
阿
弥
の
秘
伝
書
を
発
見
し
て
１
１
０

年
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

能
楽
関
係
者
の
間
で
「
吉
田
本
」
と

呼
ば
れ
る
吉
田
東
伍
校
註
の
「
世
阿
弥

十
六
部
集
」。
能
楽
界
に
画
期
的
貢
献

を
し
た
こ
の
本
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

発
見
か
ら
出
版
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
2
月
27
日
（
火
）
〜
4
月
15

日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
会
場
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
2
階

「
研
修
室
」

▼
入
館
料
＝
一
般
３
０
０
円
、
小
中
学

生
１
５
０
円
（
20
人
以
上
の
場
合
、
団

体
割
引
あ
り
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館　

☎
68
‐
１
２
０
０

能
楽
講
座
と
演
能

能
を
愉た

の

し
む

　

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
開
館
20
周

年
・
吉
田
東
伍
没
後
１
０
０
年
・
吉
田

東
伍
に
よ
る
世
阿
弥
発
見
１
１
０
周
年

を
記
念
し
て
、
津
村
禮
次
郎
氏
〔
重
要

無
形
文
化
財
（
能
楽
総
合
）
指
定
保
持

者
〕
を
講
師
に
招
い
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
3
月
3
日
（
土
）
午
後
2
時

〜
4
時
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的

ホ
ー
ル
」

▼
出
演
者
＝
津
村
禮
次
郎
氏
ほ
か
6
人

▼
内
容
＝
仕
舞
い
、お
囃
子
、演
能
「
田

村
」
ほ
か

▼
定
員
＝
先
着
１
５
０
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を

記
入
の
上
、
持
参
・
往
復
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他
＝
参
加
者
に
は
後
日
整
理
券

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
当
日
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
東

伍
記
念
博
物
館
（
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
5
時
、
月
曜
、
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）

☎
68
‐
１
２
０
０　

Ⓕ
68
‐
５
０
１
６

y.to
g
o
@
o
reg
an
o
.o
cn
.n
e.jp

〒
９
５
９
‐
２
２
２
１　

阿
賀
野
市
保

田
１
７
２
５
‐
1　

吉
田
東
伍
記
念
博

物
館
「
能
を
愉
し
む
」
係

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫

雲
寺
さ
え
ず
り
の
里
催
し

◎
新
潟
県
野
鳥
保
護
の
集
い

　

午
前
は
瓢
湖
に
飛
来
す
る
ハ
ク
チ
ョ

ウ
や
カ
モ
等
を
観
察
し
、
午
後
は
野
鳥

保
護
の
集
い
（
講
演
会
）
を
開
催
し
ま

す
。

▼
期
日
＝
2
月
18
日
（
日
）

▼
時
間
・
会
場
・
内
容

・ 

午
前
10
時
〜
正
午
…
瓢
湖
で
瓢
湖
探

鳥
会

・ 

午
後
1
時
〜
3
時
…
福
祉
会
館
で
野

鳥
保
護
の
集
い

▼
集
合
場
所
＝
福
祉
会
館

▼
対
象
者
＝
小
学
5
年
生
〜
一
般

▼
定
員
＝
先
着
１
０
０
人

▼
申
込
期
限
＝
2
月
11
日
（
日
・
祝
）

必
着

◎
愛
鳥
学
習
会

　

野
鳥
観
察
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
を

対
象
に
、
野
鳥
の
基
礎
知
識
が
学
べ
る

初
心
者
向
け
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
3
月
11
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
（
午
後
1
時
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
2
階
「
大
研
修
室
」（
新
潟
市
中

央
区
女
池
南
3
‐
1
‐
2
）

▼
定
員
＝
先
着
80
人

▼
申
込
期
限
＝
3
月
4
日
（
日
）
必
着

◎
共
通
事
項

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
・

愛
鳥
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募

フ
ォ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県

愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里 

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

Ⓕ
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
１

n
g
t0
3
5
3
1
0
@
p
ref.n
iig
ata.lg

.jp

〒
９
５
７
‐
０
２
３
１　

新
発
田
市
藤

塚
浜
海
老
池

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

太
田
由
紀
歌
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

▼
日
時
＝
2
月
11
日
（
日
・
祝
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
泉
の
会
（
阿
賀
野
市
）

◎ 

み
ゆ
き
＆
隆
雄
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ

▼
日
時
＝
2
月
18
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
み
ゆ
き
＆
隆
雄（
阿
賀
野
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
2
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

お
知
ら
せ

雪
を
道
路
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
「
敷
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
す
人
が
い

る
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見

が
、市
役
所
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

雪
を
道
路
に
出
す
こ
と
は
、
県
の
規

定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

除
雪
車
が
路
側
帯
に
寄
せ
た
雪
を
道

路
に
戻
し
た
り
、
雪
を
融
か
す
た
め
消

雪
パ
イ
プ
の
あ
る
道
路
に
出
し
た
り
す

る
こ
と
は
、通
行
の
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、

交
通
事
故
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課 

維
持
管
理

係
（
内
線
２
３
１
３
〜
２
３
１
５
）

エ
ア
バ
ッ
グ
の
リ
コ
ー
ル
未
改
修
車
両

5
月
か
ら
車
検
を
通
さ
な

い
措
置
を
開
始
し
ま
す

　

自
動
車
の
運
転
席
・
助
手
席
に
装
着

さ
れ
た
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
の
リ

コ
ー
ル
改
修
を
促
進
す
る
た
め
、
異
常

破
裂
す
る
危
険
性
が
高
い
未
改
修
車
両

に
つ
い
て
、
5
月
か
ら
車
検
を
通
さ
な

い
措
置
を
開
始
し
ま
す
。

　

自
動
車
検
査
証
を
用
意
の
上
、
使
用

し
て
い
る
車
両
が
こ
の
措
置
の
対
象
に

な
る
の
か
、
車
両
リ
コ
ー
ル
状
況
確
認

検
索
シ
ス
テ
ム
（h

ttp
s://w
w
w
.jasp
a.

o
r.jp
/p
o
rta
ls/re
c
a
llse
a
rc
h
/in
d
e
x
.

h
tm
l

）、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
連
ラ
ク
ダ
」
で
検
索
）
ま
た
は
自
動
車

デ
ィ
ー
ラ
ー
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
車
両
の
場
合
は
、
早
急
に
自
動

車
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
で
改
修
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

新
潟
運
輸
支
局 

検
査
整
備
保
安
部
門

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
１
２
５

芝
張
り
改
修
工
事
に
伴
い

天
朝
山
公
園
の
広
場
が

使
え
な
く
な
り
ま
す

　

天
朝
山
公
園
の
広
場
に
芝
を
張
る
た

め
、
3
月
31
日
（
土
）
ま
で
遊
具
な
ど

を
含
め
広
場
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

工
事
期
間
中
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

は
、
工
事
期
間
中
も
通
常
ど
お
り
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

公
園
管
理
事
務
所　

☎
62
‐
２
６
９
０

こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に

格
安
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル

　

近
年
、
い
わ
ゆ
る
「
格
安
ス
マ
ホ
」

の
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
安
く

受
け
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
に
、
実
際
は

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
違
っ
て
い
た
と
い
う

も
の
が
目
立
ち
ま
す
。

　

格
安
ス
マ
ホ
の
料
金
設
定
は
比
較
的

安
価
で
あ
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
自

分
の
利
用
実
態
に
合
わ
せ
、
よ
り
多
く

の
契
約
先
か
ら
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
契
約
し
て
い

た
携
帯
電
話
会
社
と
異
な
る
特
徴
も
理

解
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

契
約
す
る
前
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
格
安
ス
マ
ホ
会
社

が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
中
古
端
末
を
購
入
す

る
場
合
は
、
端
末
代
金
の
未
払
い
や
支

払
い
が
止
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
用
に
制
限
が
あ
る
端
末
で

は
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
０
４
）

・・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
2
月
5
日
（
月
）
〜
9

日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

■日時＝ 2 月 25 日（日）午前 10 時～午後 2時

■会場

　・　・ 旧赤坂小学校校舎（六野瀬 1345）

　・　・ 旧山手小学校校舎（福永 910）

■ 主な販売予定物品

　○旧赤坂小学校

　　 事務机・椅子、児童用机・椅子、スチール棚、

ロッカー、作業台、理科用教材（ガスバーナー、

試験管、フラスコ、ビーカー、顕微鏡）、家庭

科用教材（皿各種、鍋、フライパン、急須、

おたま、裁縫セット）、図工用教材（円柱・三

角すいなどの石こうモデル、粘土板、絵画集）、

音楽用教材（アコーディオン、カスタネット、

木琴、鉄琴、小太鼓）

　○旧山手小学校

　　 事務机・椅子、児童用机、給食配膳台、理科

用教材（水槽、メスシリンダー、ビーカー、

試薬瓶、箱眼鏡）、家庭科用教材（小皿、カレー

皿、ご飯茶わん、汁わん）、図工用教材（木工

万力、ろくろ、画板）、音楽用教材（アコーディ

オン、木琴、太鼓各種、タンバリン、音楽家

紙芝居、バトン）

　※ これらの他にも多数販売しますので、当日確

認してください。

■販売価格＝おおむね 100 円～ 1,000 円程度

■注意事項

　・ 物品の引き渡しは、代金と引き換えです。

　・ 梱包や包装はしません。

　・ 物品は購入者が販売当日中に搬出してください。

　・　・ 長期間使用したものばかりです。物品に関す

る苦情や返品には応じられませんので、よく確

認の上、購入してください。

■ 問い合わせ＝管財課 財産管理係（内線2361・2363）

旧赤坂小学校・旧山手小学校の不用備品を販売します
電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。
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■お知らせ版 ■お知らせ版

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が

便
利
で
お
得
で
す

　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
国
民
年
金

保
険
料
を
支
払
う
時
間
が
な
い
と
い
う

人
に
と
っ
て
、
口
座
振
替
は
納
め
忘
れ

が
な
く
、
割
引
制
度
も
あ
る
た
め
大
変

お
得
で
す
。

納付方法 割引額 振替日

2年前納（4月～翌々年3月分）15,640 円 4月末日（2年に1度）

1年前納（4月～翌年3月分） 4,150 円 4月末日

6 か月前納（4 月～ 9 月分、
10 月～翌年 3月分）

1,120 円 4月末日・10 月末日

当月末振替（早割） 50 円 当月末日

翌月末振替 なし 翌月末日

※割引額は平成 29 年度のものです。
※ 保険料が一部免除されている人は、口座振替の前納制度は利
用できません。

　

口
座
振
替
は
、
申
し
込
み
を
し
た
日

か
ら
完
了
ま
で
に
1
〜
2
か
月
程
度
か

か
り
ま
す
。
4
月
分
か
ら
の
6
か
月
・

1
年
・
2
年
前
納
は
2
月
28
日
（
水
）

ま
で
に
、
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の（
年
金
手
帳
等
）、金
融
機
関
の
通
帳
、

届
出
印
を
持
参
の
上
、
市
役
所
1
階
健

康
推
進
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
各
支
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
３
）

社
会
教
育
関
係
団
体
を

認
定
し
て
い
ま
す

　

社
会
教
育
に
関
す
る
活
動
や
事
業
を

行
う
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
、
自
主
的

な
運
営
で
人
づ
く
り
に
協
力
で
き
る
広

く
開
か
れ
た
団
体
を
「
社
会
教
育
関
係

団
体
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
関
係
団
体
に
認
定
さ
れ
る

と
、
公
民
館
・
体
育
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

供
用
施
設
な
ど
市
の
公
共
施
設
の
使
用

料
が
5
割
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
認
定
を
受
け
た
い
団
体
は
、

ふ
れ
あ
い
会
館
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
請
書
や
添
付
書
類
な
ど
は
ふ
れ

あ
い
会
館
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
団
体
は
、

送
付
さ
れ
た
文
書
を
持
参
の
上
、
各
公

民
館
（
京
ヶ
瀬
地
区
は
京
ヶ
瀬
支
所
社

会
教
育
係
）
で
更
新
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
認
定
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
32
年

3
月
31
日
（
2
年
間
）

▼
申
請
期
限
＝
2
月
28
日
（
水
）

※ 

新
規
の
場
合
は
、
期
限
後
も
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

農
業
者
年
金

経
営
移
譲
年
金
受
給
者

の
皆
さ
ん
へ

　

経
営
移
譲
年
金
を
継
続
し
て
受
給
す

る
た
め
に
は
、
受
給
者
が
農
業
経
営
を

再
開
し
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

次
の
場
合
は
経
営
を
再
開
し
た
と
み

な
さ
れ
、
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

農
業
所
得
に
係
る
申
告
名
義
が
受
給

者
で
あ
る
場
合

・ 

農
業
共
済
な
ど
の
名
義
が
受
給
者
で

あ
る
場
合

・ 

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
を
受

給
者
が
申
請
し
て
い
る
場
合

・ 
受
給
者
が
農
地
を
取
得
し
て
自
ら
耕

作
し
て
い
る
場
合

※ 

こ
の
他
に
も
転
用
や
農
地
の
売
買
等

に
よ
り
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局
（
笹
神
支
所
内
）

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
11
日
（
日
・
祝
）
午
前

10
時
〜
正
午

※ 

都
合
の
付
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※  

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ

ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐
０
６
４
９

検
察
審
査
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

「
交
通
事
故
・
詐
欺
・
脅
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁

へ
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
し
て
く
れ
な
い
」。
こ
れ
を
不

起
訴
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
不

満
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
検
察
審
査
会

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立

て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
検
察
審
査
会

事
務
局
（
新
潟
地
方
裁
判
所
新
発
田
支

部
内
）
　

☎
０
２
５
４
‐
24
‐
８
４
６
７

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12 月 26 日入札
  建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

天朝山公園広場芝張り改修工事 ㈱井上土木 4,536,000 円 96.8% 指名競争 H30.03.31 9

京ヶ瀬中学校保健室屋上防水工事 ㈱小林組 2,160,000 円 95.5% 指名競争 H30.03.30 6

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

■問い合わせ＝管財課 入札契約係（内線 2362）

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

区分 時間額 効力発生日

新潟県最低賃金（県内で働く全
ての労働者に適用されます）

778 円 平成 29 年 10 月 01 日

新潟県電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、情報通
信機械器具製造業最低賃金

870 円 平成 29 年 12 月 21 日

新潟県各種商品小売業最低賃金 810 円 平成 29 年 12 月 31 日

新潟県自動車（新車）、自動車
部分品・付属品小売業最低賃金

877 円 平成 29 年 12 月 29 日

▼
問
い
合
わ
せ

・・
新
潟
労
働
局 

賃
金
室

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４

・・
新
発
田
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
５
４
‐
27
‐
６
６
８
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

　

長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

　

ま
ず
は
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
8
日
（
木
）、
3
月
8

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
毎

月
第
2
木
曜
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

▼
内
容
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
紹
介
・
概
要
説
明

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
62
‐
１
３
６
５

募 　

集 

家
庭
児
童
相
談
員
を

募
集
し
ま
す

▼
募
集
人
数
＝
1
人

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
（
1
年
間
）

▼
応
募
資
格
＝
社
会
福
祉
士
・
保
健
師
・

助
産
師
・
保
育
士
・
看
護
師
・
教
育
職

員
免
許
法
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

▼
勤
務
内
容
＝
児
童
・
若
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
電
話
応
対
、家
庭
訪
問
・

面
接
、
保
育
園
・
学
校
等
へ
の
訪
問
相

談
、
児
童
虐
待
の
対
応

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝

日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
報
酬
＝
月
額
16
万
５
７
０
０
円
（
健

康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

▼
通
勤
賃
金
＝
支
給（
2
㎞
以
上
の
場
合
）

▼
応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
、
写
真
を
添
付
の
上
、
水

原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
児
童
・
若
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
募
集
期
限
＝
2
月
20
日
（
火
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
採
用
の
決
定
は
、
3
月
議

会
後
の
3
月
中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

児
童
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
７
１
９
７

瓢
湖
水
き
ん
公
園
動
植
物

管
理
員
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
人
数
＝
1
人

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
（
1
年
間
）

▼
応
募
資
格
＝
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・ 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
免
許
を
除
く
）
を
有
す

る
人

・ 

農
薬
管
理
指
導
士
の
資
格
を
有
す
る
人

・ 

毒
物
劇
物
取
扱
者
の
資
格
を
有
す
る

人▼勤
務
内
容
＝
瓢
湖
水
き
ん
公
園
内
の

動
植
物
管
理

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝

日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
報
酬
＝
月
額
16
万
円
（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

▼
通
勤
賃
金
＝
支
給（
2
㎞
以
上
の
場
合
）

▼
応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
、
写
真
を
添
付
の
上
、
公

園
管
理
事
務
所
（
瓢
湖
・
白
鳥
の
里
内
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限
＝
2
月
16
日
（
金
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
採
用
の
決
定
は
、
3
月
議

会
後
の
3
月
中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

公
園
管
理
事
務
所　

☎
62
‐
２
６
９
０

学
校
用
務
員
を

募
集
し
ま
す

◎
一
般

▼
募
集
人
数
＝
3
人

▼
応
募
資
格
＝
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・ 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
健

康
な
人

・ 

公
務
で
使
用
す
る
自
家
用
車
の
任
意

保
険
が
、
対
人
・
対
物
と
も
無
制
限

で
あ
る
こ
と

◎
障
が
い
者

▼
募
集
人
数
＝
1
人

▼
応
募
資
格
＝
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・ 

障
害
者
基
本
法
第
2
条
に
定
め
る
障

が
い
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
（
申
し
込
み
時

に
交
付
申
請
を
し
て
い
る
人
を
含
む
）

・ 

自
力
通
勤
が
で
き
、
介
助
者
な
し
に

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人

・ 

学
校
用
務
員
業
務
に
対
応
で
き
る
人

◎
共
通
事
項

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
（
1
年
間
）

▼
主
な
勤
務
内
容

・ 

校
舎
の
清
掃
等
の
環
境
整
備
業
務（
校

舎
内
外
・
ト
イ
レ
・
体
育
館
・
プ
ー

ル
の
清
掃
等
）

・ 

学
校
敷
地
内
の
環
境
整
備
業
務
（
校

地
内
の
清
掃
、
樹
木
の
剪せ

ん

定て
い

・
手
入
れ
、

校
地
内
外
の
落
葉
等
の
清
掃
・
除
草
等
）

・ 

ご
み
の
処
理
（
整
理
・
保
管
・
搬
出

に
伴
う
業
務
等
）

・ 

学
校
施
設
や
設
備
、
校
具
等
の
小
破

修
繕
、
整
理
業
務

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝

日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
。

た
だ
し
、
学
校
行
事
等
に
よ
り
必
要
が

あ
る
場
合
を
除
く
）、
1
日
7
時
間
30

分
勤
務

▼
報
酬
＝
月
額
15
万
円
（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

▼
通
勤
賃
金
＝
支
給（
2
㎞
以
上
の
場
合
）

▼
応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
、
障
が
い
者
は

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
を
添
付
の

上
、
笹
神
支
所
2
階
学
校
教
育
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限
＝
2
月
20
日
（
火
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
採
用
の
決
定
は
、
3
月
議

会
後
の
3
月
中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課 

教
育
総
務
係

17 16平成 30 年 2 月号 平成 30 年 2 月号



■お知らせ版 ■お知らせ版

募 　

集 
学
習
支
援
教
員
・

介
助
員
を
募
集
し
ま
す

◎
学
習
支
援
教
員

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
応
募
資
格
＝
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
の
い
ず
れ
か
の
教
員
免
許
を
有

す
る
健
康
な
人

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
学
校
で
授
業
の
あ

る
日
、
1
日
7
時
間
30
分
勤
務

▼
賃
金
＝
時
給
１
２
５
０
円
（
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

◎
介
助
員

▼
募
集
人
数
＝
10
人
程
度

▼
応
募
資
格
＝
不
問

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
学
校
で
授
業
の
あ
る

日
、
1
日
6
時
間
ま
た
は
7
時
間
勤
務

▼
賃
金
＝
時
給
８
９
０
円（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

◎
共
通
事
項

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
小
中
学
校

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
（
1
年
間
）

▼
応
募
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
ま
た
は
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
添

付
の
上
、
笹
神
支
所
2
階
学
校
教
育
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限
＝
2
月
16
日
（
金
）

※
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他

・ 

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
台
帳
は
、

学
校
教
育
課
、
市
役
所
2
階
総
務
課
、

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・ 

採
用
の
決
定
は
、
3
月
議
会
後
の
3

月
中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課 

学
校
支
援
第
二
係

文
書
配
達
員
を

募
集
し
ま
す

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
応
募
資
格
＝
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
〜
9
月
30
日

（
6
か
月
間
。
更
新
の
場
合
あ
り
）

▼
勤
務
内
容
＝
広
報
紙
等
の
配
布
物
を

車
両
に
積
み
込
み
、
自
治
会
長
宅
（
お

お
む
ね
60
か
所
）
へ
配
達

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
2
回
程
度
（
原

則
毎
月
1
日
と
15
日
）、
午
前
8
時
30

分
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
4
時
間
程
度

▼
賃
金
＝
1
回
5
千
円

▼
通
勤
賃
金
＝
支
給
（
2
㎞
以
上
の
場
合
）

▼
応
募
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
ま
た
は
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
添

付
の
上
、
市
役
所
2
階
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限
＝
2
月
16
日
（
金
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他

・ 

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
台
帳
は
、

総
務
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

・ 

採
用
の
決
定
は
、
3
月
議
会
後
の
3

月
中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

庶
務
係
（
内
線
２
２
４
４
）

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

市
の
印
象
的
な
情
景
や
魅
力
と
感
じ

た
1
コ
マ
を
広
く
発
信
し
、
観
光
宣
伝

に
協
力
で
き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

▼
定
員
＝
20
人

▼
任
期
＝
2
年
間

▼
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）
で
、
市
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る

個
人
・
団
体

▼
主
な
活
動
内
容
＝
市
の
魅
力
や
地
域

資
源
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動

・  

各
自
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ラ
イ
ン

等
に
よ
る
情
報
発
信

・  

各
自
の
ブ
ロ
グ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
情
報
発
信

・ 

各
自
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ

シ
等
の
配
布
・
宣
伝

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
や
申
請
書
は
市
役
所
3
階
商
工
観

光
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限
＝
2
月
23
日
（
金
）

▼
そ
の
他

・ 

報
酬
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

・ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
と
な
り

ま
す
。

・ 

サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
電
子
メ
ー
ル
で

観
光
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
を
そ
の
都

度
送
付
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課 

観
光
係
（
内
線
２
３
４
５
）

syo
ko
kanko

@
city.agano

.niigata.jp

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
「
指
導
者
編
」

ま
ち
の
達
人
を

募
集
し
ま
す

　

皆
さ
ん
の
学
習
活
動
の
お
手
伝
い
を

す
る
た
め
、
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
を
作
成

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
指
導
者

編
を
改
訂
し
ま
す
。

　

特
技
を
持
っ
て
い
る
人
、「
こ
れ
な
ら

教
え
ら
れ
る
」「
一
緒
に
活
動
で
き
る
」

と
い
う
人
は
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
指
導
分
野

① 

生
涯
各
期
の
学
習（
生
涯
学
習
全
般
、

乳
幼
児
・
青
少
年
・
女
性
・
成
人
・

高
齢
者
教
育
）

② 

社
会
・
歴
史
・
経
済

③ 

自
然
科
学

④ 
産
業
・
技
術

⑤ 
文
化
・
教
養
・
趣
味

⑥ 

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

⑦ 

家
庭
・
市
民
生
活

⑧ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

⑨
そ
の
他

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
笹
神
支
所
2
階
生

涯
学
習
課
、
各
公
民
館
・
体
育
館
（
京
ヶ

瀬
地
区
は
京
ヶ
瀬
支
所
社
会
教
育
係
・

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係
）、
市
立
図
書
館
、
水

原
中
学
校
市
民
図
書
室
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
提
出
先
に
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限
＝
2
月
28
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

（
一
社
）
五
頭
自
然
学
校

本
格
納
豆
作
り
と

す
い
と
ん
五
頭
汁

　

笹
神
地
区
の
有
機
農
家
の
人
か
ら
教

わ
る
伝
統
の
納
豆
作
り
。
わ
ら
づ
と
作

り
体
験
や
発
酵
と
い
う
食
品
化
学
な
ど

を
学
び
ま
す
。
昼
食
は
地
元
食
材
た
っ

ぷ
り
の
す
い
と
ん
五
頭
汁
を
食
べ
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
24
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
2
時

▼
会
場
＝
五
頭
自
然
学
校
（
畑
江
33
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人 

▼
参
加
費
＝
大
人
（
中
学
生
以
上
）

２
５
０
０
円
、
子
ど
も
（
5
歳
〜
小
学

生
）
千
円
（
食
材
料
費
、保
険
料
込
み
）

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
防
寒
具
、
長
靴
、

お
わ
ん
、
箸

▼
申
込
期
限
＝
2
月
23
日
（
金
）
正
午

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
一
社
）

五
頭
自
然
学
校　

☎
47
‐
４
４
２
５

☎
０
９
０
‐
６
５
０
２
‐
５
５
２
３

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

保
健
事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
）
案
へ
の
意
見
募
集

　

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
自
立
し

た
日
常
生
活
を
少
し
で
も
長
く
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
健
康
保
持
・
増

進
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て
、
平
成
27

年
8
月
に
3
年
計
画
の
「
第
1
期
保
健

事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
が
今
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
次
期
計
画

を
策
定
す
る
た
め
、計
画
案
を
公
表
し
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限
＝
2
月
21
日
（
水
）
必
着

▼
公
表
資
料
＝
第
2
期
保
健
事
業
実
施

計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
案

▼
資
料
の
入
手
方
法

・ 

広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.n
iig
ata-ko

u
iki.jp

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

・ 

市
役
所
1
階
健
康
推
進
課
後
期
高
齢

係
で
閲
覧
ま
た
は
貸
与

▼
提
出
方
法
＝
応
募
用
紙
に
、
①
タ
イ

ト
ル
「
第
2
期
保
健
事
業
実
施
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）案
へ
の
意
見
」、

②
氏
名
、
③
住
所
、
④
電
話
番
号
、
⑤

意
見
（
何
ペ
ー
ジ
の
ど
の
部
分
か
分
か

る
よ
う
に
）
を
記
入
の
上
、
持
参
・
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
は
健
康
推
進
課
後
期
高
齢
係
に

あ
る
ほ
か
、
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
意
見
の
取
り
扱
い

・ 

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
計
画
の
策
定

に
生
か
し
ま
す
。

・ 

個
別
の
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら

か
じ
め
了
承
く
だ
さ
い
。（
結
果
の
公

表
は
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

検
討
中
）

・ 

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
個
人
情
報
を

除
き
公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

意
見
の
中
に
特
定
の
個
人
を
識
別
し

う
る
記
述
や
個
別
の
財
産
権
な
ど
を

害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

場
合
、
当
該
箇
所
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

▼
個
人
情
報
の
利
用
目
的
・
範
囲
＝
応

募
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、

計
画
策
定
の
目
的
の
み
に
利
用
し
、
そ

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
留
意
し
、
他
の

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

総
務
課 

企
画
係

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
２
２
１

Ⓕ
０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
３
１
５

jim
0
1
@
n
iig
ata-ko

u
iki.jp

〒
９
５
０
‐
０
９
６
５　

新
潟
市
中
央

区
新
光
町
4
‐
1　

新
潟
県
自
治
会
館

本
館
内

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

▼
入
居
募
集
住
宅
＝
県
営
安
野
住
宅

（
安
野
町
地
内
、
消
防
本
部
近
く
）
2

号
棟
（
昭
和
55
年
建
設
、
中
層
耐
火
構

造
4
階
建
て
）、
3
号
棟
（
昭
和
56
年

建
設
、
中
層
耐
火
構
造
5
階
建
て
）

・ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し

・ 

間
取
り
…
3
Ｄ
Ｋ
58
・
8
㎡

・ 

専
用
駐
車
場
…
1
世
帯
2
台
ま
で

▼
募
集
戸
数
＝
4
戸
（
2
階
×
1
戸
、

3
階
×
1
戸
、
5
階
×
2
戸
）

▼
入
居
資
格
＝
①
〜
⑤
の
全
て
に
該
当

す
る
人

① 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
人

※ 

居
住
可
能
な
住
宅
を
所
有
し
て
い
る

場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

所
有
し
て
い
る
住
宅
が
著
し
く
老
朽

化
し
、
費
用
不
足
の
た
め
建
て
替
え

等
が
困
難
で
あ
る
場
合
、
住
宅
が
差

し
押
さ
え
や
正
当
な
事
由
等
に
よ
る

立
ち
退
き
の
要
求
等
で
居
住
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、入
居
で
き
ま
す
。

② 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
婚
約
者
等
を
含
む
）

が
い
る
人

※ 

単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ
ん
。
離

単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ
ん
。
離

婚
未
成
立
の
母
子
世
帯
な
ど
も
、
母

婚
未
成
立
の
母
子
世
帯
な
ど
も
、
母

子
の
み
で
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

子
の
み
で
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

③ 

新
潟
県
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
諸
控

除
後
の
収
入
月
額
が
15
万
8
千
円
以

下
の
世
帯
、
障
が
い
者
や
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
、
ま
た

は
60
歳
以
上
の
み
で
収
入
月
額
が

21
万
4
千
円
以
下
の
世
帯

④ 

本
人
ま
た
は
現
に
同
居
し
、
も
し
く

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力

団
員
で
な
い
人

⑤ 

税
金
等
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

▼
家
賃
＝
1
万
５
８
０
０
円
〜

2
万
３
９
０
０
円
／
月

※ 

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
算
定
（
低

所
得
者
減
免
制
度
あ
り
）

▼
駐
車
場
使
用
料
＝
1
台
当
た
り

２
６
０
０
円
／
月

▼
入
居
予
定
日
＝
3
月
中
旬
以
降

▼
選
考
方
法
＝
入
居
希
望
者
が
多
数
の

場
合
は
、
世
帯
構
成
・
住
宅
困
窮
度
合

等
に
配
慮
し
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す

（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に
添
付

書
類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
市
役
所
3
階
建
設
課
に
あ
り

ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
2
月
23
日
（
金
）

▼
そ
の
他

・  

浴
槽
・
照
明
器
具
等
の
設
置
は
、
入

居
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・  

市
で
引
っ
越
し
に
掛
か
る
費
用
の
負

担
や
手
続
き
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

・  

入
居
時
に
は
保
証
人
、
敷
金
が
必
要

と
な
り
ま
す
（
保
証
人
の
条
件
は
、

県
内
在
住
で
入
居
申
込
者
と
同
程
度

以
上
の
収
入
の
あ
る
人
1
人
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課 

都
市
計
画
建
築
係
（
内
線
２
３
１
７
）

阿
賀
野
川
の
伐
採
木
を

無
償
提
供
し
ま
す

▼
伐
採
木
の
状
態
＝
主
と
し
て
ヤ
ナ
ギ

な
ど
の
幹
を
切
断
済
み
（
直
径
10
〜
30

㎝
程
度
、
長
さ
1
ｍ
程
度
）

▼
提
供
量
＝
1
人
当
た
り
軽
ト
ラ
ッ
ク

1
台
程
度

▼
引
き
渡
し
場
所
（
予
定
）

・ 

阿
賀
野
川
左
岸
（
新
潟
市
秋
葉
区
金

屋
地
先
）

・ 

阿
賀
野
川
右
岸
（
阿
賀
野
市
分
田
地

先
）

▼
引
き
渡
し
方
法
（
予
定
）
＝
指
定
す

る
場
所
ま
で
受
け
取
り
に
来
て
も
ら

い
、
決
定
通
知
書
と
引
き
換
え
に
伐
採

木
を
渡
し
ま
す
。

▼
提
供
時
期
（
予
定
）
＝
3
月
中
の
平

日
昼
間

▼
応
募
資
格
＝
阿
賀
野
市
・
新
潟
市
秋

葉
区
在
住
の
個
人
で
、
自
家
消
費
目
的

に
限
り
ま
す
。（
同
一
世
帯
か
ら
の
応

募
は
1
件
限
り
）

▼
受
付
期
限
＝
2
月
13
日
（
火
）
午
後

5
時
ま
で
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
河
川
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
阿
賀
野
川
河
川
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

北
陸
地
方
整
備
局 

阿
賀
野
川
河
川
事

務
所 

管
理
課

☎
23
‐
４
３
６
７　

Ⓕ
23
‐
３
１
４
３

h
rr-3
1
5
0
0
1
@
m
lit.g
o
.jp

〒
９
５
６
‐
０
０
３
２　

新
潟
市
秋
葉

区
南
町
14
‐
28

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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■お知らせ版 ■お知らせ版

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
予
防
接
種

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
の
公
費
助

成
の
あ
る
定
期
接
種
の
対
象
期
間
は
3

月
31
日
（
土
）
ま
で
で
す
。
期
間
を
過

ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
市
民
で
、
予
防
接
種
を
希
望

す
る
人
。
た
だ
し
、
過
去
に
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

①  

平
成
29
年
度
中
に
、
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
に
な
る
人

②  

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生

活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

が
い
が
あ
る
人

③    

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
が
あ
る
人

※ 

対
象
者
に
は
、
平
成
29
年
4
月
14
日

付
け
で
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
費
用
（
自
己
負
担
額
）
＝
４
６
４
０

円
（
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

元
気

長
生
き
支
援
係
（
内
線
２
６
１
１
）

特
定
不
妊
治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微

授
精
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で

あ
っ
て
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

① 

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
で
は

妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、
ま
た
は

極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

た
人

② 

夫
婦
の
両
方
が
申
請
時
に
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人

③
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

④ 

治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未

満
の
人

▼
助
成
の
内
容
＝
1
治
療
当
た
り
15
万

円
が
限
度
で
す
（
新
潟
県
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
要
し
た
費
用

の
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た
額

を
特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
額
と
し
て

算
定
）。
通
算
5
回
助
成
、
同
一
年
度

内
に
複
数
回
の
申
請
が
可
能
で
す
。（
入

院
費
、食
事
療
養
費
等
は
助
成
対
象
外
）

▼
申
請
方
法
＝
治
療
を
終
了
し
た
年
度

内
（
3
月
31
日
ま
で
）
に
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
1
階
健
康
推
進
課
へ
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
の
準
備

の
都
合
等
で
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
場

合
は
、
事
前
に
健
康
推
進
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

① 

阿
賀
野
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

交
付
申
請
書
（
戸
籍
謄
本
・
納
税
証

明
書
等
の
添
付
書
類
あ
り
）

② 

阿
賀
野
市
特
定
不
妊
治
療
保
険
医
療

機
関
等
証
明
書
ま
た
は
新
潟
県
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明

書
の
写
し

③ 

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
医
療
機
関

等
が
発
行
す
る
領
収
書
お
よ
び
診
療

明
細
書

④
県
の
助
成
事
業
の
交
付
決
定
書 

※ 

必
要
書
類
は
県
へ
の
助
成
申
請
の
際

に
使
用
し
た
書
類
の
写
し
で
も
使
用

可
能
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
平
成
29
年
度
か
ら
、
助
成

要
件
・
申
請
書
・
添
付
書
類
に
変
更
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
４
）

子
育
て
応
援
カ
ー
ド

新
規
協
賛
店
の
お
知
ら
せ

▼
新
規
協
賛
店

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
店 

プ
チ
フ
ル
ー
ル

（
保
田
３
０
４
１
‐
1
）

☎
０
９
０
‐
５
５
３
２
‐
９
１
５
４

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー

キ
5
％
引
き

◎  

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
子
育
て
支
援
サ

イ
ト
に
、
協
賛
店
・
カ
ー
ド
利
用
者
の

皆
さ
ん
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

◎
協
賛
店
を
大
募
集
中

　

「
市
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
」
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
企
業
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
料

金
の
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
、
景
品
進
呈
な

ど
各
店
で
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

協
賛
店
の
登
録
に
際
し
て
費
用
は
掛

か
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
上
で
必
要
な
費
用
は
協
賛
店
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼
登
録
方
法
＝
「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

事
業
協
賛
企
業
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
市
役
所
1
階
社
会
福
祉

課
、
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
提
出
先
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
登
録
受
付
＝
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
と
は
…

　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
保

護
者
に
交
付
し
て
い
る
カ
ー
ド
で

す
。
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
２
）

市
民
の
掲
示
板

「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　

郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
題
材
＝
「
小し

ょ
う
せ
い
ろ
ざ
っ
ぴ
つ

精
廬
雑
筆
」
よ
り
「
郷

土
料
理
」

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ

春
城
会　

中
村　

☎
62
‐
７
０
３
８

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
2
月
11
日
（
日
・
祝
）、
25

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服

装
、
上
履
き
、
手
袋
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

講
座
・
教
室

リ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
日
時
＝
2
月
22
日（
木
）、23
日（
金
）、

3
月
1
日
（
木
）、
2
日
（
金
）
午
後

7
時
〜
8
時
30
分
（
全
4
回
）

▼
会
場

・ 
木
曜
…
水
原
総
合
体
育
館

・ 

金
曜
…
笹
神
体
育
館

▼
対
象
者
＝
こ
れ
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
始
め
た
い
新
小
学
1
〜
3
年
生

▼
講
師
＝
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
指
導
員

▼
定
員
＝
先
着
12
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
電
話
で
参
加
者
の
氏

名
・
学
校
名
・
連
絡
先
等
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
2
月
16
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
体
育
協
会　

☎
25
‐
７
６
１
３

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

あ
な
た
の
食
生
活
は
大
丈
夫
？ 

「
バ

ラ
ン
ス
食
」
で
生
き
生
き
と
し
た
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
3
月
1
日
（
木
）
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時（
午
前
9
時
15
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

2
階
「
京
ヶ
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー
」

▼
内
容

・ 

バ
ラ
ン
ス
食
を
考
え
て
み
よ
う

・ 

血
糖
値
が
上
が
り
に
く
い
お
や
つ
の

工
夫

・ 

バ
ラ
ン
ス
食
の
調
理
実
習
（
一
汁
三

菜
の
勧
め
）

▼
定
員
＝
先
着
25
人

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

参
加
の
際
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物
＝
米
0
・
5
合
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▼
申
込
期
限
＝
2
月
21
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課 

健
康
づ
く
り
係
（
内
線
２
６
３
６
）

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
2
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
７
２
２

ス
ポ
ー
ツ

あ
が
の
市
民
ス
キ
ー

参
加
者
募
集

◎
あ
が
の
市
民
ス
キ
ー

▼
日
時
＝
2
月
12
日
（
月
・
振
休
）
午

前
9
時
現
地
集
合
、
午
後
3
時
30
分
現

地
解
散
予
定

▼
参
加
費
＝
大
人
（
中
学
生
以
上
）
5

千
円
、
子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
2
千

円
（
昼
食
、
リ
フ
ト
代
、
保
険
料
込
み
）

▼
申
込
期
限
＝
2
月
8
日
（
木
）

◎  

楽
し
く
・
や
さ
し
く
滑
ろ
う
マ
ス

タ
ー
ズ
＆
レ
デ
ィ
ー
ス

▼
日
時
＝
2
月
18
日
（
日
）
午
前
9
時

現
地
集
合
、
午
後
3
時
30
分
現
地
解
散

予
定

▼
参
加
費
＝
2
千
円
（
昼
食
、
保
険
料

込
み
。
当
日
、
格
安
リ
フ
ト
券
を
別
途

販
売
）

▼
申
込
期
限
＝
2
月
13
日
（
火
）

◎
共
通
事
項

▼
会
場
＝
ニ
ノ
ッ
ク
ス
ス
キ
ー
パ
ー
ク

（
新
発
田
市
上
三
光
大
平
国
有
林
無
番
地
）

▼
集
合
場
所
＝
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
2
階
レ

ス
ト
ラ
ン

▼
対
象
者
＝
市
内
・
市
近
郷
在
住
者

▼
定
員
＝
先
着
各
20
人

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て

市
体
育
協
会
事
務
局
（
水
原
総
合
体
育

館
内
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
水
原
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
ス
キ
ー
連
盟　

阿
部

☎
０
９
０
‐
２
３
３
７
‐
３
４
３
７

健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
希
望
者
は
、
医
療
機
関
で
発
行

さ
れ
た
「
妊
娠
届
出
書
」
と
そ
の
書
類

に
記
載
の
あ
る
必
要
書
類
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
４
）

児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

　

平
成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
1
月
分

（
4
か
月
分
）
の
児
童
手
当
を
受
給
者

の
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
振
込
日
＝
2
月
9
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
２
）

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

♥
持
ち
歩
こ
う　

エ
コ
バ
ッ
ク

♥
も
っ
た
い
な
い　

上
手
に
料
理　

ゴ
ミ
減
量

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ
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健
康
・
子
育
て

お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
2
月
11
日
（
日
・
祝
）
午
前

10
時
30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
、

パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
5
日
（
月
）、19
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容

○
2
月
5
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

　

「
お
は
な
し
会
」

　

温
か
い
部
屋
で
ゆ
っ
た
り
と
、
心
が

ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
絵
本
と
わ
ら
べ
歌

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
2
月
19
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
ひ
な
ま
つ
り
お
楽
し
み
会
」

　

も
う
す
ぐ
ひ
な
ま
つ
り
。
み
ん
な
で

お
ひ
な
さ
ま
に
か
わ
い
い
花
を
飾
り
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は

遠
慮
く
だ
さ
い
）。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
2
月
5
日（
月
）、15
日（
木
）、

19
日
（
月
）
〜
26
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
2
月
2
日（
金
）、9
日（
金
）、

15
日
（
木
）、
16
日
（
金
）、
23
日
（
金
）

◎ 

安
田
図
書
館

▼
期
日
＝
2
月
5
日（
月
）〜
7
日（
水
）

夜
間
役
所

▼
日
時
＝
2
月
7
日
（
水
）、21
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
〜
7
時

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階
市
民
生
活
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
記
載

事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、
口
座
振
替

手
続
き
等
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
交
付
の
み

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
１
）

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
2

月
を「
相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
間
」

と
定
め
、
相
続
登
記
に
つ
い
て
県
内
一

斉
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　

1
年
を
通
じ
て
、
次
の
と
お
り
無
料

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

◎ 

司
法
書
士
無
料
相
談
（
面
談
・
電
話

相
談
）

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
後
1
時
30
分

〜
4
時

▼
予
約
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

◎ 

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
電

話
相
談
）

▼
日
時
＝
平
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
・

午
後
1
時
〜
4
時

▼
相
談
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
４
０
‐
７
８
６
７

◎
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話
相
談
）

▼
日
時
＝
平
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
・

午
後
1
時
〜
4
時

▼
相
談
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
４
０
‐
７
９
７
４

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

若
者
の
就
労
相
談

　

就
職
の
悩
み
を
抱
え
る
若
者
の
就
労

支
援
を
行
う
「
下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
阿
賀
野
市
に

出
張
相
談
所
「
阿
賀
野
サ
テ
ラ
イ
ト
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

「
働
き
た
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
人
付
き
合

い
が
苦
手
で
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
」

「
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
子
ど
も
の
将

来
が
心
配
」
な
ど
、
悩
み
の
あ
る
人
は

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
、
午

後
2
時
〜
4
時

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
2
階「
研
修
室
」

▼
対
象
者
＝
15
歳
〜
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
家
族

▼
そ
の
他
＝
相
談
は
予
約
制
で
1
回
50

分▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
下
越
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

ヤ

ン
グ
ジ
ョ
ブ
し
ば
た

☎
０
２
５
４
‐
28
‐
８
７
３
５

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

年
金
相
談

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
、
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

国
保
年
金
係
（
内
線

２
１
８
３
）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要
予
約
）

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
者
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
2
月
20
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）

※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

加藤　　功 81 歳 12.31 金　屋

平野　富雄 69 歳 12.31 岡山町

　　ヨシ 88 歳 1.1 下条町

稲垣　久子 87 歳 1.1 草　水

清田昭二郎 90 歳 1.2 分　田

那須野スズイ 90 歳 1.2 駒　林

大関　一善 65 歳 1.3 京ヶ島

鈴木　　浩 87 歳 1.3 小　浮

新田見喜江 88 歳 1.3 小河原

川上キヨシ 90 歳 1.4 出　湯

宮尾　ミヨ 89 歳 1.4 蒔　田

渡邉　ミヱ 94 歳 1.6 宮　下

村山　信子 85 歳 1.6 高　田

松田タツミ 89 歳 1.6 東　町

雲村　ヒサ 89 歳 1.7 天神堂

伊藤　昭三 89 歳 1.7 上　中

柳川　　堅 85 歳 1.7 金田町

髙橋　正男 66 歳 1.8 姥ヶ橋

塚野　秀二 92 歳 1.9 東　町

山口ミツエ 87 歳 1.10 大　室

清田　誠一 52 歳 1.11 山　寺

小見　イシ 93 歳 1.14 福　田

肥田　　朗 82 歳 1.14 保　田

髙橋　雪枝 85 歳 1.15 堀　越

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

北村結
ゆう

太
た

郎
ろう

 笹　岡

星野　礼
れい

翔
と

 百　津

小林　　愛
あい

 城

幸田　一
いち

花
か

 緑　町

小池　優
ゆう

汰
た

 稲荷町

長谷川快
かい

叶
と

 寺　社

横渡　元
げん

人
と

 中島町

酒井　萌
め

衣
い

 下一分

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

剛
由　美
竜　次
愛由美
航

静　香
慶　也
梨　絵
隆

美　樹
亮

麻　未
孝

直　美
力

真　弓

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（1月 1日～ 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他
市

区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■日時＝ 2 月 9 日（金）午前 10 時～正午

■会場＝市役所 1階「相談室」

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 期日＝原則、毎月第 1、3水曜

※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡をお願い

します。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

　
　
　

は
蔵
書
点
検
期
間
で
す
。

サンポウ福祉タクシーサンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・加算運賃 1割引き 80円 ・迎車料金 無料

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦
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瓢
湖
の
渡
り
鳥
を
1
枚
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈
式

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
渡
り

鳥
の
聖
地 

瓢
湖
」
の
贈
呈
式
が
12
月
22

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
当
日
が
発
売
日
の
こ
の
切
手
は
、
瓢

湖
の
白
鳥
を
守
る
会
・
阿
賀
野
市
の
協
力

を
得
て
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
信
越
支
社

が
企
画
・
制
作
し
ま
し
た
。
瓢
湖
に
飛
来

す
る
白
鳥
な
ど
10
種
類
の
渡
り
鳥
が
印
刷

さ
れ
、
下
越
北
部
地
区
の
郵
便
局
な
ど
で

千
シ
ー
ト
限
定
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
川
﨑
文
郎
下
越
北
部
地
区
連

絡
会
統
括
局
長
が
田
中
市
長
に
、
白
山
和
幸

阿
賀
野
郵
便
局
長
が
関
川
央
瓢
湖
の
白
鳥

を
守
る
会
会
長
に
切
手
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

食
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、
正

し
い
食
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
授
業
が
1
月
12
日
、
阿
賀
野
高
校
3

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
栄
養
士
会
所
属
の
管
理
栄
養

士
が
講
師
と
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
や
朝
食
の
大
切
さ
、
食
塩
摂
取
量

と
病
気
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
講
義
。

そ
の
後
、
災
害
時
な
ど
で
も
簡
単
に
作

れ
る
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
と
し
て
、
親

子
丼
と
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
三
浦
憂
奈
さ
ん
は
「
食

塩
の
過
剰
摂
取
に
注
意
す
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
栄
養
士
会
委
託
授
業

健
康
な
体
は
食
生
活
か
ら

古
里
へ
の
思
い
を
胸
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

市
内
の
小
中
学
生
が
「
ふ
る
さ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
作
文
や
昔
話
を
英
語
で

発
表
す
る
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
12
月
25
日
、
ふ
れ
あ
い

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

8
つ
の
小
中
学
校
か
ら
約
40
人
が
出

場
。
作
文
で
は
、
部
活
動
や
市
の
自
然
・

好
き
な
と
こ
ろ
な
ど
に
つ
い
て
の
話
が
、

昔
話
で
は
「
橋
の
夢
」
や
「
ほ
ら
く
ら
べ
」

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
が
英
語
を
使
っ
て
熱
心
に

発
表
す
る
姿
に
、
来
場
者
は
自
身
の
古

里
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

1
年
間
の
無
火
災
を
祈
る
と
と
も
に
、

住
民
の
防
火
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、

「
消
防
出
初
式
」
が
1
月
7
日
、
京
ヶ
瀬

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
車
両
44
台
が
集
結
し
、
市
道
飯

森
杉
月
崎
線
を
緊
急
走
行
、
同
京
ヶ
島

町
道
線
で
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

爽
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
訪
れ
た
人

は
歓
声
を
上
げ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
京
ヶ
瀬
小
学
校
前
で
は
市

中
行
進
が
行
わ
れ
、
消
防
団
員
・
消
防

職
員
共
に
防
火
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

無
火
災
を
祈
っ
て
車
両
が
集
結

移動サービス研修会

　

買
い
物
や
通
院
等
の
移
動
が
困
難
な

高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
「
移
動
サ
ー

ビ
ス
研
修
会
」
が
1
月
17
日
、
水
原
公

民
館
で
開
催
、
75
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
移
動
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
理
事
長
の
河
崎

民
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
移
動
や
外
出

を
住
民
参
加
で
支
援
す
る
た
め
」
と
題

し
た
講
演
を
実
施
。
移
動
サ
ー
ビ
ス
の

立
ち
上
げ
に
必
要
な
関
係
法
令
の
説
明

や
全
国
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
8
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
話
し
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
発
表
し
て
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
必
要
性
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

高齢者の移動支援に向けて 先
輩
の
思
い
を
後
輩
へ

よ
う
こ
そ
先
輩
！ 

ミ
ニ
講
演
会

　

地
域
で
活
躍
す
る
先
輩
を
呼
ん
で
、
在

校
生
の
郷
土
愛
・
愛
校
心
を
育
む
「
よ
う

こ
そ
先
輩
！ 

ミ
ニ
講
演
会
」
が
12
月
13
日
、

京
ヶ
瀬
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
校
出
身
で
民
謡
の
世
界

で
活
躍
す
る
原
市
男
さ
ん
が
、
佐
渡
お
け

さ
な
ど
全
5
曲
を
披
露
。
生
徒
は
美
し
い

歌
声
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
前
田
遥
来
さ
ん
は
、「
文
化

や
芸
術
を
伝
え
て
い
く
の
が
私
た
ち
の
役

目
だ
と
思
う
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

安田裸参り

　

地
域
の
若
者
が
復
活
さ
せ
た
伝
統
行

事「
第
24
回
安
田
裸
参
り
」が
1
月
14
日
、

保
田
地
内
の
住
吉
神
社
か
ら
安
田
八
幡

宮
ま
で
の
間
で
開
催
。
1
歳
か
ら
50
歳

ま
で
の
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
寒
波
の
影
響
で
気
温
が
氷

点
下
ま
で
冷
え
込
む
中
、
参
加
者
は
た

い
ま
つ
を
掲
げ
「
わ
っ
し
ょ
い 

わ
っ
し
ょ

い
」
と
威
勢
の
い
い
声
を
上
げ
な
が
ら
、

2
列
に
隊
列
を
組
ん
で
通
り
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
安
田
八
幡
宮
の
手
前
で
バ

ケ
ツ
の
水
を
か
ぶ
っ
た
後
、
鳥
居
の
先

に
用
意
さ
れ
た
水
槽
へ
次
々
と
飛
び
込

む
と
、
大
き
な
水
し
ぶ
き
が
飛
び
、
そ

の
都
度
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

飛び込むたびに歓声上がり 思
い
思
い
に
阿
賀
野
路
走
破

市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

新
し
い
年
の
幕
開
け
を
飾
る
毎
年
恒
例

の
「
第
14
回
市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
1
月
1
日
、
水
原
総
合
体
育
館
前
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
1
・
2
㎞
と
3

㎞
の
2
つ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
8
時
の
受
付
時
点
は
雨
模
様
で
し

た
が
、
午
前
9
時
の
ス
タ
ー
ト
直
前
に
回
復
。

穏
や
か
な
天
気
の
下
、
3
歳
か
ら
80
歳
ま
で

の
２
０
８
人
が
、
健
康
・
安
全
を
祈
願
し
た
後
、

新
た
な
決
意
を
胸
に
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
元
旦
の
阿
賀
野
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

前列左から、関川会長、田中市長、川﨑局長。前列左から、関川会長、田中市長、川﨑局長。
後列左から、山野辺浩幸堀越郵便局長、須貝後列左から、山野辺浩幸堀越郵便局長、須貝
晃笹神郵便局長、白山局長晃笹神郵便局長、白山局長

左から 2番目が原さん左から 2番目が原さん
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★ 年賀状をたくさんもらったちょ！
　応援メッセージやかわいいイラストを描いて

くれてありがちょ。応援メッセージやイラスト

は、ごずっちょの頑張る力になるっちょ。

　ことしもみんなに会えるように、たくさんイ

ベントに出演するっちょ。

★ 新潟県内初！キャラクターイベン
ト開催

　3月 17 日（土）・18 日（日）に、苗場プリン

スホテル（湯沢町）で「ご当地キャラフェス　

スノーパラダイス in 苗場」が開催されるっちょ。

ふなっしー率いるキャラバンド「CHARAMEL」

や石田洋介とご当地キャラクターの「GCB47」、

寺嶋由芙、TSUNEI、RYUTist のライブなどが行

われるっちょ。17 日の夜には、苗場スキー場

のイベントとして、たいまつ滑走や 2千発の花

火大会も開催されるよ。

★

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

広
報
ク
イ
ズ
に
初
め
て
応
募
し
ま

す
。
当
た
る
と
い
い
な
〜
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
つ
も
楽
し
く
広
報
あ
が
の
を
読

ん
で
い
ま
す
。　

 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
月
、
間
違
い
探
し
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
の
こ
と
が
す
ご
く
大

好
き
で
す
。　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
あ
が
の
の
作
成
者
は
、
月
2

回
の
発
行
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
市
民
が

い
る
の
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

特
集
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
読

み
、
活
動
へ
の
参
加
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
し
た
。　

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
67
‐

９
２
０
３
）
に
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
通
信
を
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
す
。
ご
ず
っ
ち
ょ
頑
張

れ
ー
！　
　
　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

1
月
26
日
で
、
ご
ず
っ
ち
ょ
が
発

見
さ
れ
て
丸
9
年
と
な
り
ま
し

た
。
10
年
目
の
活
動
も
頑
張
り
ま

す
の
で
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

1
歳
の
娘
と
一
緒
に
、
広
報
あ
が

の
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
間
違
い
探
し
は
難
易
度
が
高

く
て
面
白
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
う
」
く

ら
い
の
気
持
ち
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
輪
が
広
が
れ
ば
、
過
ご
し
や

す
い
社
会
に
な
る
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　

 

（
40
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

瓢
湖
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ハ
ク

チ
ョ
ウ
が
た
く
さ
ん
い
て
、
感
動

し
ま
し
た
。ま
た
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
70
代
・
女
性
）

☆ 

白
鳥
観
察
舎
で
温
か
い
飲
み
物
を

飲
み
な
が
ら
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
眺

め
る
の
が
お
勧
め
で
す
。
何
度
来

て
も
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

Ａ
Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
が
た

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
、
お
い
し
い
も
の
で
も
食

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
み
よ
う
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
が
「
大
き
く
飛
躍
で
き
る
明
る

い
年
」
を
目
指
す
よ
う
に
、
私
も

飛
躍
で
き
る
1
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　

 

（
20
代
・
男
性
）

№68№68
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N ゆうさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってるっちょ♪

シ
リ
ー
ズ

　
　

阿
賀
野
市
の
伝
説

「 

小
浮
の
天
神
様
（
安
田
地
区
）」

　

阿
賀
野
市
は
阿
賀
野
川
沿
い
に
位

置
し
て
い
る
た
め
、
昔
か
ら
洪
水
に

関
わ
る
言
い
伝
え

が
幾
つ
か
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
あ
が
の
平

成
29
年
11
月
号
で

紹
介
し
た
「
長
福

寺
の
お
薬
師
様
」

も
そ
の
一
つ
で
す

が
、
安
田
地
区
で

も
同
じ
よ
う
に
洪

水
で
流
さ
れ
た
神

仏
の
像
の
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
そ
の
言

い
伝
え
を
紹
介
し

ま
す
。

■ 

洪
水
で
流
さ
れ

た
天
神
様

　

五
泉
市
一
本
杉

桑
山
は
現
在
、
阿

賀
野
川
を
挟
ん
で

対
岸
に
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
小
浮
の

隣
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
桑
山
に
は
、
昔
か
ら
天
神
様

（
菅
原
道
真
公
）
が
祭
ら
れ
て
お
り
、

村
人
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、享
保
年
間（
１
７
１
６

〜
36
年
）
に
、
春
先
の
雪
解
け
水
に

よ
る
洪
水
が
二
度
三
度
起
こ
り
、
桑

山
の
辺
り
は
村
ご
と
流
さ
れ
、
村
は

阿
賀
野
川
の
左
岸
側
に
移
転
し
ま
し

た
。
村
で
祭
っ
て
い
た
天
神
様
も
た

び
た
び
起
き
た
洪
水
で
ど
こ
か
に
流

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■ 

発
見
さ
れ
た
天
神
様

　

洪
水
が
起
き
て
か
ら
何
日
か
過
ぎ

た
あ
る
日
の
朝
、
小
浮
の
次
郎
右
衛

門
の
家
の
奉
公
人
が
馬
草
を
刈
っ
て

い
る
と
、
偶
然
天
神
様
の
ご
神
像
を

見
つ
け
ま
し
た
。

　

奉
公
人
は
作
業
が
終
わ
る
と
、

刈
っ
た
馬
草
や
仕
事
道
具
と
一
緒
に

天
神
様
の
ご
神
像
を
持
ち
帰
り
、
主

人
に
見
つ
け
た
こ
と
を
報
告
し
て

渡
し
ま
し
た
。

　

次
郎
右
衛
門
の
家
の
主
人
は
、
奉

公
人
か
ら
天
神
様
の
ご
神
像
を
受

け
取
り
、
屋
敷
で
祭
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

■ 

そ
の
後
の
天
神
様

　

天
神
様
は
、
そ
の
後
何
年
か
次
郎

右
衛
門
の
屋
敷
に
祭
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
年
、
次
郎
右
衛
門

の
家
が
洪
水
の
被
害
に
遭
う
こ
と

を
避
け
る
た
め
、
小
浮
新
田
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
り
、
近
所
に
住
ん
で

い
た
七
郎
兵
衛
の
家
の
主
人
に
天

神
様
の
社

や
し
ろ

の
管
理
を
頼
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
七
郎
兵

衛
の
家
で
天
神
様
の
社
を
管
理
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
家
も
小
浮
新

田
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

七
郎
兵
衛
の
家
が
引
っ
越
し
を

し
た
後
、天
神
様
を
祭
っ
た
社
は「
天

満
宮
」
と
呼
ば
れ
、
村
人
か
ら
大
切

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
天
満
宮
は
、
村
の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

の
豊
田

神
社
の
境
内
に
合ご

う

祀し

さ
れ
、
現
在
の

場
所
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
社
号
を
太
宰
府
天
満
宮

の
飛と

び

梅う
め

の
故
知
に
ち
な
み
、
天
満
宮

か
ら
飛ひ

梅ば
い

社し
ゃ

と
改
称
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
度
は
改
称
し
た
も
の

の
、
本
来
の
祭
神
と
社
号
を
統
一
さ

せ
た
い
と
い
う
村
の
意
向
で
豊
田
神

社
を
稲
荷
社
、
飛
梅
社
を
天
満
宮
に

す
る
社
号
訂
正
の
申
請
を
し
ま
し
た

が
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
飛
梅
社
の
扁
額
は
現

在
も
改
称
し
た
「
飛
梅
社
」
で
は
な

く
改
称
前
の
「
天
満
宮
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

《
参
考
文
献
》
越
後
安
田
の
む
か
し

ば
な
し
・
安
田
町
史
民
俗
編
・
広
報

や
す
だ
縮
刷
版
（
第
三
集
）
上
巻
ほ

か

飛梅社の扁額飛梅社の扁額

左の小さい建物の中に飛梅社があります。右が豊田神社左の小さい建物の中に飛梅社があります。右が豊田神社
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【材料】（4人分）

シイタケ……………………………40g
シメジ………………………………40g
エリンギ……………………………40g
エノキタケ…………………………40g
マイタケ……………………………40g
酒………………………………大さじ 2
塩 ……………………………………2g
めんつゆ………………………小さじ 1
ダイコン…………………………140g
ゆずの皮…………………………適量
ぽん酢しょうゆ………………小さじ 2

★ 1月号の正解は次のとおりです★ ☆応募の方法など☆

★ 1月号の当選者
・・P.N 万年青年さん　・・P.N 山ちゃんさん
・・P.N すぐスネるスネ夫さん 　・・P.N あんこさん
・・P.N 1110 さん　・・P.N わんこちゃんさん
・・P.N べりーさん　・・P.N チョロミーさん
・・渡辺義勝さん　・・P.N むっくさん

《応募総数 17 通　17 通正解》

ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違う所があります。

クイズの答えと広報紙への感想や意見を書いて、郵

便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、は

がきや電子メール、ＦＡＸで 2月 15 日（木）必着

で応募してください。電子メールの場合は、件名を

「広報クイズ」としてください。当選者の発表をペン

ネームで希望する人は、その旨をお書きください（氏

名も必ず書いてください）。正解者の中から抽選で

10 人にごずっちょグッズをプレゼントします。

応募先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付け

ると簡単です。ホー

ムページにも応募用

紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などを

お書きください。

　間違いの所をペンで囲み、携帯電話やスマートフォ

ンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応募し

ても OKです。感想・意見を忘れずに !

紙面紙面

　昨年 8月に行われた「チャレンジ・ザ・ファイアーマン」での救助訓練体験です。この日はこの他に、

放水体験やはしご車への搭乗体験なども行われました。※左側が実際の写真です。

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
きのこのおろしあえ　（17kcal　塩分 0.8g）

【作り方】
① シイタケは千切りにし、シメジは小房に分け
る。エリンギは他のきのこの大きさに合わせ
て薄切りにする。エノキタケは半分の長さに
し、石づきは細かく裂く。マイタケは食べや
すい大きさに裂く。

② 耐熱容器に①のきのこと酒を入れ、600 ワッ
トの電子レンジで 4分加熱する。または、鍋
に①のきのこと酒を入れ、ふたをして蒸し煮にする。

③ ②に塩、めんつゆを混ぜる。
④ダイコンをおろし、ゆずの皮は千切りにする。
⑤器に②のきのこ、ダイコンおろし、ゆずを盛る。ぽん酢しょうゆをかける。

あなたに挑戦

「写真クイズ」

クックパッド　阿賀野市 検索

★今月のプレゼント★

ストラップ＆ストラップ＆
ごずっちょシールごずっちょシール

プレゼンプレゼン 健
康
で
長
生
き
を
実
践

　

人
生
１
０
０
年
時
代
、
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
着
実
に
伸
び
、
今
や
世

界
有
数
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
90

歳
ま
で
生
き
る
女
性
は
2
人
に
１
人
、

１
０
０
歳
ま
で
は
20
人
に
1
人
だ
そ

う
で
す
。
高
齢
者
の
身
体
機
能
、
健
康

状
態
、
知
的
能
力
も
年
々
上
昇
し
、
10

年
前
に
比
べ
5
歳
か
ら
10
歳
若
返
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
平
均
的
に

は
70
歳
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か

ら
、元
気
で
あ
る
も
の
の
徐
々

に
生
活
の
自
立
度
が
下
が
っ

て
い
く
パ
タ
ー
ン
が
多
い
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

加
齢
に
よ
る
運
動
機
能
、
認

知
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
に

は
、
こ
れ
ま
で
「
し
っ
か
り

食
べ
る
、
し
っ
か
り
歩
く
」

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
入
り
口

は
「
社
会
と
の
関
わ
り
が
少

な
く
な
っ
て
い
く
」
こ
と
だ

と
分
か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

2
年
連
続
で
平
均
寿
命
が
男
女
と

も
世
界
一
に
な
っ
た
香
港
は
す
ご
い
で

す
ね
。
新
聞
記
事
に
よ
る
と
「
香
港
の

大
方
の
お
年
寄
り
の
一
日
は
、
公
園

で
の
軽
い
運
動
で
始
ま
る
。
一
汗
流

し
た
後
は
、
行
き
つ
け
の
店
で
仲
間
と

共
に
飲
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
。

雨
が
降
っ
て
も
風
が
吹
い
て
も
、
こ
の

習
慣
は
変
わ
ら
な
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

「
し
っ
か
り
食
べ
、
し
っ
か
り
運
動
し
、

し
っ
か
り
社
会
と
関
わ
る
」
こ
と
が

健
康
で
長
生
き
の
秘
密
の
よ
う
で
す
。

　

日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
ピ
ン
ピ

ン
コ
ロ
リ
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
亡
く
な
る
直
前
ま

で
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
こ

の
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
は
長
野
県
だ
そ

う
で
す
。
長
野
県
は
平
均
寿
命
が
男
女

共
に
高
く
、
そ
の
要
因
に
高
齢
者
の
有

業
率
、
野
菜
摂
取
量
、
保
健
師
数
が
全

国
で
最
も
高
く
、
加
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
す
る
健
康
推
進
員
さ
ん
や
食

生
活
改
善
推
進
委
員
さ
ん
の
活
動
も

大
き
い
よ
う
で
す
。
健
康
に

つ
い
て
学
ん
だ
住
民
が
、
ま

ず
自
ら
の
健
康
を
守
り
、
更

に
家
庭
か
ら
地
域
へ
と
健

康
の
知
識
を
広
め
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
昭

和
20
年
に
須
坂
市
で
保
健

婦
が
昼
夜
な
く
働
く
姿
を
見

た
地
域
の
主
婦
た
ち
が
、
少

し
で
も
お
手
伝
い
し
よ
う
と

自
主
的
に
呼
び
掛
け
、
活
動

を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

や
が
て
活
動
は
県
全
域
に
、

そ
し
て
日
本
全
国
に
広
が
り
、
今
で
は

長
野
県
の
健
康
長
寿
を
語
る
上
で
欠

か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

当
市
で
も
保
健
師
、
健
康
推
進
員

さ
ん
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
さ
ん

が
中
心
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
「
健
康
と
長
生

き
」
に
つ
い
て
実
践
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

田
中
清
善

阿
賀
野
川
右
岸
安
野
川
水
門
近
く
に
形
成

　

法
柳
は
、
京
ヶ
瀬
支
所
か
ら
国
道
49

号
を
新
潟
市
方
面
に
向
か
い
、
約
1
・
7

㎞
先
の
下
黒
瀬
交
差
点
を
右
折
、
９
０
０

ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
横
雲
橋
手
前
を
右
折
し
、

堤
防
道
路
を
1
・
1
㎞
進
ん
だ
先
か
ら

安
野
川
水
門
手
前
ま
で
の
阿
賀
野
川
右

岸
沿
い
に
細
長
く
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
付
く
3
つ
の
伝
統
行
事

　

法
柳
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
続
い

て
い
る
行
事
が
3
つ
あ
り
ま
す
。

　

1
月
の
第
2
日
曜
に
行
わ
れ
る
「
さ

い
の
神
」。
昔
は
小
正
月
の
行
事
と
し
て

1
月
15
日
に
実
施
。
一
時
途
絶
え
て
い

ま
し
た
が
、
地
域
の
伝
統
を
守
ろ
う
と

40
年
以
上
前
に
小
学
生
の
保
護
者
が
復

活
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
は
子
ど
も
の
減

少
に
伴
い
、
自
治
会
行
事
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
阿
賀
野
川
の
提
外

地
で
朝
か
ら
昼
前
ま
で
作
業
を
行
い
、

高
さ
5
ｍ
ほ
ど
の
さ
い
の
神
を
作
り
ま
す
。

午
後
3
時
に
住
民
や
こ
の
日
に
合
わ
せ

て
帰
省
し
た
人
が
集
ま
り
、
し
め
縄
や

正
月
飾
り
、
お
札
な
ど
を
納
め
て
点
火
。

餅
や
ス
ル
メ
を
焼
い
て
食
べ
、
一
年
間
の

無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。

南

西

北

東

　

2
月
23
日
に
行
わ
れ
る「
地
蔵
様
祭
り
」。

自
治
会
内
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
お
地
蔵
様

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
向
か
い
の
石
田

家
が
宿
と
な
り
、
地
蔵
堂
か
ら
お
地
蔵
様

を
担
い
で
自
宅
に
運
び
、
洗
い
清
め
、
前

垂
れ
等
を
着
せ
て
化
粧
直
し
を
行
い
、
手

作
り
の
団
子
や
各
世
帯
か
ら
お
菓
子
な
ど

が
供
え
ら
れ
ま
す
。
夜
に
な
る
と
子
ど
も

を
は
じ
め
住
民
が
集
ま
り
、
水
難
供
養
の

お
参
り
を
し
た
後
に
団
子
ま
き
が
行
わ
れ
、

伝
統
の
祭
り
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

　

7
月
5
日
に
行
わ
れ
る「
天て

ん

王の
う

様
祭
り
」。

自
治
会
長
が
前
日
、
新
発
田
市
天
王
の
須す

佐さ

之の

男お

神
社
で
お
札
を
受
け
、
法
柳
集
落

セ
ン
タ
ー
の
祭
壇
に
飾
っ
て
住
民
総
出
で

お
参
り
を
し
ま
す
。
か
つ
て
こ
の
地
域
は
、

阿
賀
野
川
沿
岸
に
お
け
る
農
作
業
で
つ
つ

が
虫
病
の
被
害
に
遭
い
、
原
因
不
明
の
風

土
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当

時
は
「
つ
つ
が
虫
に
や
ら
れ
る
か
ら
、
法

柳
に
は
嫁
に
や
る
な
」
と
も
言
わ
れ
、
つ
つ

が
虫
病
根
絶
の
た
め
、
提
外
地
に
つ
つ
が

虫
祠

ほ
こ
ら（
天
王
様
）
を
建
立
し
祈
願
し
ま
し

た
。
現
在
は
治
療
法
の
確
立
に
よ
り
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、先
人
の
苦
労
を
し
の
び
、

諏
訪
神
社
境
内
に
祠
を
移
し
て
、
今
も
途

切
れ
る
こ
と
な
く
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

　

法
柳
は
、
阿
賀
野
川
の
洪
水
浸
水
想

定
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

度
に
市
主
催
の
防
災
塾
が
5
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。も
し
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

住
民
相
互
の
協
力
が
な
け
れ
ば
対
応
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
数
多
く

の
行
事
で
親
睦
を
深
め
て
お
り
、
ま
と

ま
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
防
災
へ

の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
圓
山
一
男
さ
ん
ほ
か
5
人
）

■世帯数 21
■人　口 74

（1月 1日現在）

京ヶ瀬支所から市営バス駒林
支線で 10分程度〔法柳（地蔵
様前）下車〕。

第 5回防災塾での初期消火訓練（平成 29 年 3 月）

● 

今
月
は 

法ほ
う

柳や
ぎ 

で
す 

● 法柳

29 平成 30 年 2 月号 28平成 30 年 2 月号
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市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「たいちゃん」は、おにいちゃんの「ゆき」と とっても なか

よし！ おうちでいっしょに、ブロックあそびをしたり、おいか

けっこをしたりするんだ。たべることが だいすきで、なんでも

たべるよ。おにいちゃんに たべさせてもらうことも あるんだ。

これからも きょうだいで なかよくしていくよ！

【人の動き】 人口 43,163 人（－ 14） 男 20,871 人（－ 2） 女 22,292 人（－ 12） 世帯数 14,413（－ 9)

平成 30 年 1 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 25 人・死亡 56 人・転入 76 人・転出 59 人

　阿賀野市にトキが初飛来しました。1月 10

日、市内の水田に 1羽飛来しているのを公園

管理事務所の職員が確認しました。約 1 時

間後にあらためて訪れたときには姿が見られ

ず、その後の所在は確認できませんでした。

長谷川輪店（緑岡）の「ピースケ」くん

　うららの森農園ハウスで 2期目のうららト

マトが赤く色付き始めています。1月の寒波

で気温が低かった日も、ハウスの中は常に 11

度以上に保たれ元気に成長しています。収穫

は 2月中旬ごろから始まる予定です。

　ぼくの名前は「ピースケ」。

3歳のブンチョウだよ。

　ウグイスみたいに「ホー

ホケキョ」って鳴くんだよ。

　飼い主のお父さんから、

毎日ご飯を食べるときに教えて

もらっていたんだ。お店に来た

お客さんの手に乗ったり、鳴いた

りして接待係を担当しているよ。

高橋 泰
た い

智
ち

くん（1歳）／下黒瀬（パパ孝博さん・ママあゆみさん）

後ろ：兄の後ろ：兄の優優
ゆ き とゆ き と

希人希人くん（4歳 1か月）くん（4歳 1か月）
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